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はじめに

Oracle Database Applianceは、事前作成され、すぐに使用できるクラスタ・データベース・システムで、デプロイ、操作および管理がOracle Database Applianceで容易にできるよう最適化されています。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、デプロイ時間を数週間または数か月から数時間に短縮すると同時に、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。


対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成し、Oracle Database Applianceの固有のシステム・メンテナンス機能を使用するユーザーを対象にしています。また、このガイドは、システム管理者、ストレージ管理者およびネットワーク管理者が、Oracle Database Applianceのハードウェアに関するドキュメントに説明されているとおりにシステム要件について理解する際の補足となります。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティの詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメント

Oracle Database Applianceには、次のドキュメントが同梱されています。

	
Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター


	
『Oracle Database Appliance製品へのアクセスに関するドキュメント』


	
『Sunハードウェア・システム安全上の注意』




Oracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリでは、次のドキュメントが公開されています。

	
Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター


	
『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』(このガイド)


	
『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』


	
『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceサービス・マニュアル』


	
『Oracle Database Applianceセーフティおよびコンプライアンス・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceライセンス情報』




Oracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリは次の場所にあります。

http://docs.oracle.com/cd/E22693_01/index.htm

Oracle Databaseの使用の詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』


	
『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
Oracle Database概要


	
『Oracle Databaseリファレンス』


	
『Oracle Database SQL言語クイック・リファレンス』




Oracle VMの使用方法の詳細は、次の場所にあるOracle VMリリース3.2.1のドキュメント・ライブラリを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E35328_01/index.html


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。











1 Oracle Database Applianceについて

この章では、Oracle Database Applianceの概要について説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Database Applianceとは


	
Oracle Database Applianceインストールの概要


	
Oracle Database Applianceハードウェアの概要


	
Oracle Database Applianceソフトウェアの概要






Oracle Database Applianceとは

次の各項では、Oracle Database Applianceのハイレベル概要について説明します。

	
ハードウェアおよびソフトウェアの完全なパッケージであるOracle Database Appliance


	
Pay-As-You-Grow (システム規模に応じた支払い)方式のライセンスを提供するOracle Database Appliance






ハードウェアおよびソフトウェアの完全なパッケージであるOracle Database Appliance

Oracle Database Applianceは、ネットワーク、クラスタ、データベース・ソフトウェアおよびテンプレートが統合されたサーバー、ストレージおよびネットワーク・ハードウェアです。Oracleでは、ハードウェア・コンポーネントおよびソフトウェア・コンポーネントをすべて完全にサポートしています。ハードウェアとソフトウェアは総合的にエンジニアリングされているため、構成およびメンテナンスが簡単であるとともに、特定のデータベースのワークロードに応じた事前構成が可能です。Oracle Database Applianceは、データベースのデプロイおよびメンテナンスのコスト、時間およびリスクを最小限に抑えることができるよう設計されています。






Pay-As-You-Grow (システム規模に応じた支払い)方式のライセンスを提供するOracle Database Appliance

ワークロードに応じてOracle Database Applianceで必要な任意の数のプロセッサをデプロイできます。Pay-As-You-Grow方式のソフトウェア・ライセンスを使用することにより、通常のハードウェアのアップグレードに伴う過度のコストや停止時間を発生させずに2個のプロセッサ・コアから24個のプロセッサ・コアへ簡単にスケールアップできます。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイすると、アプリケーションの処理のためにスペア・プロセッサを使用できます。ベア・メタルとOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのどちらを使用するかは、企業の方針や、それぞれの実装によってもたらされるメリットに応じて決定されます。




	
関連項目:

Pay-As-You-Growライセンスの詳細は付録B「コア数およびPay-As-You-Grow (システム規模に応じた支払い)」を参照














Oracle Database Applianceインストールの概要

インストールは、第2章「Oracle Database Applianceのデプロイの準備」と、第3章「ベア・メタルOracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ」または第4章「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ」で実行する次のステップで構成されています。

	
サーバー設置場所を準備します。


	
Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。


	
ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)でネットワーク名およびアドレスを設定します。

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータを使用すると、名前およびアドレスを生成したり、既存の名前およびアドレスを検証できます。コンフィギュレータはOracle Technology Networkからダウンロードできます。


	
サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。


	
電源およびネットワーク・ケーブルをOracle Database Applianceに接続します。


	
Oracle Database Applianceソフトウェア・パッケージをダウンロードしてアプライアンスにコピーします。


	
デプロイ後に適用するパッチをダウンロードします。


	
Oracle Appliance Managerを起動し、プロンプトに対応しながらOracle Grid Infrastructureを構成し、Oracle Databaseをインストールおよび構成します。

構成時に、2ノードのOracle Grid Infrastructureインストール(Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management)を構成します。また、Oracle Database Enterprise Edition、Oracle RAC One NodeまたはOracle RACを構成するオプションも用意されています。初期構成の後は、データベースの追加、コア数の構成、およびインスタンス・ケージングの構成が可能になります。




	
注意:

Oracle Database Appliance Managerコンフィギュレータは、http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/engineered-systems/database-appliance/overview/index.htmlからダウンロードします。










	
関連項目:

Oracle Database Applianceの設定の詳細は『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照















Oracle Database Applianceハードウェアの概要

図1-1および図1-2に、Oracle Database Applianceのフロント・パネルとバック・パネルのイメージと説明を示します。


図1-1 Oracle Database Applianceのフロント・パネル

[image: 図1-1の説明が続きます]

「図1-1 Oracle Database Applianceのフロント・パネル」の説明






表1-1 Oracle Database Applianceのフロント・パネルの図の凡例

	コールアウト番号	説明
	
1

	
ロケータLED/ロケータ・ボタン(サーバー・ノードごとに1つ) (システム・コントローラ)


	
2

	
SP (サービス・プロセッサ) OK/フォルトLED (ノードごと)


	
3

	
サーバー・ノード削除準備完了LED (ノードごと)


	
4

	
必要なサービスLED (ノードごと)


	
5

	
電源/OK LED (ノードごと)


	
6

	
システム過熱LED (ノードごと)


	
7

	
後部ハード・ディスク・ドライブ(HDD)/電源(PS)/ファン・フォルトLED (ノードごと)


	
8

	
電源ボタン(ノードごと)


	
9

	
ドライブ・マップ


	
10

	
RFIDおよび製品シリアル番号タグ









図1-2 Oracle Database Applianceのバック・パネル

[image: 図1-2の説明が続きます]

「図1-2 Oracle Database Applianceのバック・パネル」の説明






表1-2 Oracle Database Applianceのバック・パネルの図の凡例

	コールアウト	ラベル	イーサネット	ボンド	説明
	
1

	
	
	
	
電源コネクタ


	
2

	
PCIe 1

	
eth7、6、5、4 (左から右)

	
bond1、bond2

	
eth4およびeth5はbond1、eth6およびeth7はbond2として構成されます。これらのポートは、カスタム構成に使用されるか、個別バックアップ、障害時リカバリ、およびネットワーク管理に使用されます。


	
3

	
PCIe 0

	
eth8、eth9

	
xbond0

	
2つの10-GbEポート。


	
4

	
SER MGT

	
	
	
Oracle ILOMおよびシステム・コンソールへのシリアル・コネクタ。


	
5

	
Net 0、Net 1

	
eth2、eth3

	
bond0

	
2つの1-GbEコネクタ。1–GbEネットワークを構成する場合、これらのポートをパブリック・ネットワークに接続します。


	
6

	
NET MGT

	
	
	
Oracle ILOMのイーサネット接続


	
7

	
USBおよびビデオ

	
	
	
システム・コンソールへの接続に使用されます。


	
8

	
	
	
	
サーバー・ノード1 (システム・コントローラ0)


	
9

	
	
	
	
サーバー・ノード2 (システム・コントローラ1)











	
注意:

他のOracle Database Applianceドキュメントでは、ノードをシステム・コントローラ番号(SC0およびSC1)、その場所(それぞれ下位ノードおよび上位ノード)、またはノード番号(それぞれノード0およびノード1)によってノードを識別する場合があります。このドキュメントではノードをノード1 (システム・コントローラ0)およびノード2 (システム・コントローラ1)と呼びます。これらは、ファクトリ・イメージで割り当てられたシステム名で使用されるナンバリング、oak1およびoak2に一致します。










	
注意:

eth0の構成を変更しないでください。また、ベア・メタル・デプロイメントではeth1の構成を変更しないでください。変更した場合、内部クラスタ通信が失敗します。












Oracle Database Applianceソフトウェアの概要


表1-3 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント	インストールまたはダウンロード
	
Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ(次を含む):

	
Oracle Appliance Manager (OAKCLI)モジュールおよびコンフィギュレータ


	
Oracle Linux


	
ハードウェア・ドライバ




	
インストール


	
Oracle Database Applianceエンドユーザー・バンドル(次を含む):

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




このコンポーネントはベア・メタルOracle Database Applianceのデプロイメントで必要です。

	
ダウンロード


	
Oracle Database Applianceパッチ・セット・バンドル(次のOracle Database Applianceパッチを含む):

	
BIOS


	
ハードウェア・ドライバ


	
Oracle Linux


	
Oracle ILOM


	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




	
ダウンロード


	
Oracle仮想マシン・イメージ(Oracle Database ApplianceにOracle VMをインストールするために必要)

	
ダウンロード


	
ODA_BASEテンプレート(次を含む):

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




このコンポーネントはOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイメントで必要です。

	
ダウンロード















2 Oracle Database Applianceのデプロイの準備

この章では、Oracle Database Applianceのデプロイ前に実行するタスクのチェックリストについて説明します。これらのステップは、Oracle Database Applianceが設置場所に配置される前に実行できます。




	
注意:

電子機器は、静電気による損傷を受けやすくなっています。接地された静電気防止リスト・ストラップ、フット・ストラップまたは同等の安全機器を使用して、システムの設置時または点検時の静電気損傷(ESD)を防ぎます。







この章の内容は次のとおりです。

	
設置場所の準備の実行


	
設置場所の環境仕様の確認


	
電気仕様の確認


	
ラック設置要件の確認


	
基本ネットワーク接続性のシステムの配線


	
My Oracle SupportへのサポートIDの登録


	
データベース構成オプションの選択


	
ネットワーク管理構成のチェックリスト


	
Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの使用







	
関連項目:

	
Oracle Database Appliance設定タスクの高度な概要は『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』を参照


	
より詳細なハードウェア・インストールの指示および安全ガイドラインを取得するには『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照














設置場所の準備の実行


表2-1 Oracle Database Applianceの設置場所の準備タスク

	作業	説明
	
オンライン・ドキュメント・ライブラリにアクセスします。

	
Oracle Database Applianceの最新のドキュメントは、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dba21にあるOracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリにあります。


	
安全情報を確認します。

	
設置を行う前に、次のドキュメントを参照してください。

	
『Sunハードウェア・システム安全上の注意』: 配布キットに付属のドキュメント。


	
『Oracle Database Applianceセーフティおよびコンプライアンス・ガイド』: オンライン・ドキュメント・ライブラリ。





	
設置場所の入口に、Oracle Database Applianceの発送箱が通るための十分な高さと幅があることを確認します。

	
発送箱のサイズは、91.12 x 60.66 x 53.50cm(35.87 x 23.88 x 21.06インチ)です。


	
設置場所の仕様を確認します。

	
次の項を参照してください。

	
「設置場所の環境仕様の確認」


	
「電気仕様の確認」


	
「ラック設置要件の確認」





	
発送キットを開封して、すべてのコンポーネントがあることを確認します。欠落している場合は、サービス担当者に連絡してください。

	
システムの重量は、72.6kg(160lb)です。発送箱からシステムを持ち上げるには、少なくとも4名が必要です。可能な場合は、機械式リフトを使用してシステムを移動してください。

発送キットには、次のコンポーネントが含まれます。

	
事前に構成されたシステム


	
安全性および法律上のドキュメント


	
ラック取付けガイドおよび調整テンプレート


	
ラック取付けキット


	
Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター





	
オプション・コンポーネントを開封します。

	
オプション・コンポーネントには、移動キット(発送用金具)が含まれている場合があります。












設置場所の環境仕様の確認


表2-2 Oracle Database Applianceの設置場所の環境仕様

	仕様	値
	
動作時温度

	
5℃から35℃ (41˚Fから95˚F)


	
非動作時温度

	
-40℃から70℃ (-40˚Fから158˚F)


	
動作時湿度

	
10%から90%の相対湿度、結露なし


	
非動作時湿度

	
最大93%の相対湿度、結露なし


	
動作時高度

	
最高3048m(10,000ft)、高度900m(2,953ft)以上では300m(984ft)上昇するごとに最高周囲温度が1度低下


	
非動作時高度

	
最高12,000m(39,370ft)


	
通気

	
標準130CFM、最大250CFM












電気仕様の確認

表2-3に、Oracle Database Applianceへの電気入力の仕様を示します。


表2-3 Oracle Database Applianceの電気入力の仕様

	仕様	値
	
公称周波数

	
50-60Hz


	
公称電圧範囲

	
100VAC

110-127VAC

200-240VAC


	
最大電流AC RMS

	
110-127VACで最大12A

200-240VACで最大7A

100VACで最大13A (日本のみ)


	
AC稼働範囲

	
90-264VAC


	
最大消費電力

	
100-120VACで1270W

200-240VACで1370W


	
定格電圧電流

	
240VAC、0.98P.F.で1400VA








表2-4に、Oracle Database Applianceからの電気出力の仕様を示します。


表2-4 Oracle Database Applianceの電気出力の仕様

	仕様	値
	
3.3VDCスタンバイ

	
4.0A


	
+12VDC

	
100-127VACで90.8A

200-240VACで99.2A












ラック設置要件の確認

ラック設置に関する指示は、発送キットに含まれるラックセット設定ガイドおよび調整テンプレート、またはOracle Database Applianceオンライン・ライブラリから入手できる『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


表2-5 Oracle Database Applianceのラック設置要件の確認

	ラック取付けアプライアンスに必要なスタッフおよび工具	説明
	
教育を受けた4名のスタッフ・メンバー

	
アプライアンスの持上げ、移動およびラック取付けには、4名が必要です。機械式リフトを使用するか、アプライアンスからコンポーネントを取り外す場合、アプライアンスのラック取付けには、少なくとも2名が必要です。


	
機械式リフト

	
推奨。使用できない場合、2つのサーバー・ノードおよび2つの電源を取り外して、アプライアンスの重量を約43.5kg (96lb)まで減らします。


	
互換性のあるラック

	
4ポスト・ラックは互換性があります。2本柱のラックには互換性がありません。水平方向および垂直方向のピッチは、ANSI/EIA 310-D-1992またはIEC 60927標準規格に準拠しています。Oracle Database Applianceには、4ラック・ユニット(4RU)のラックスペースが必要です。


	
ラック取付けキット

	
ラック取付けキットは、アプライアンスとともに発送されます。












基本ネットワーク接続性のシステムの配線

Oracle Database Applianceでは、電源を提供するために最低2本の電源コード、およびパブリック・ネットワーク・インタフェースをOracle Database Applianceに接続するために最低4本のイーサネット・ケーブルが必要です。




	
注意:

bond1、bond2および残りの未使用のパブリック・ネットワーク・インタフェース(xbond0またはbond0)は、個別のバックアップ、障害時リカバリ、管理ネットワークなどの他の用途にオプションで使用できます。







図1-1および図1-2を参照して、次のステップを実行します。

	
2本のシステム電源コードを接地した電源コンセントおよびアプライアンスのバック・パネル(図1-2、コールアウト1)のACコネクタに接続します。

システムに電源を供給すると、フロント・パネル(図1-1、コールアウト2)上の緑のSP OK LEDが約5分間点滅してから点灯したままになります。これは、サーバー・ノードがスタンバイ電源モードであり、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)がアクティブでホストがオフになっていることを示します。


	
各サーバー・ノードで次のいずれかを実行します。

	
1 GbEネットワークに接続されているシステムの場合、Net0およびNet1の各ポートとパブリック・ネットワーク・スイッチ間をイーサネット・ケーブルで接続します。


	
10 GbEパブリック・ネットワークに接続されているシステムの場合、次の2つのオプションのいずれかの説明どおりに接続を行います。

	
PCIe 0の2つのコネクタとパブリック・ネットワーク・スイッチの間に光ファイバ・ケーブルまたは銅ケーブルを接続します。


	
パブリック・ネットワークをNet0およびNet1に接続します。

これによって10–GbEコネクタを、個別のバックアップ、障害時リカバリおよび管理ネットワークの外部アクセスなどの他の用途に使用できます。これにはカスタム構成が必要な可能性があります。















My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceを購入した際に提供されています。新規ソフトウェア・ライセンスを取得した場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。




	
注意:

登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。












データベース構成オプションの選択

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプション


	
Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート






Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプション

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化された500GBのディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。初期構成時には、Oracle Appliance Managerには3つのデプロイ・オプションが用意されています。次のいずれかを選択します。

	
Enterprise Edition: 次の特性がある、Oracle Database 11gリリース2 Enterprise Edition (自動フェイルオーバーなし)

	
シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム


	
1つまたは両方のサーバーにインストール済





	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) One Node: 次の特性がある、Oracle RAC One Node 11gリリース2

	
Oracle RAC One Nodeホーム


	
両方のサーバーにインストールされたOracle RAC


	
自動フェイルオーバー


	
Enterprise Editionライセンスが必要


	
各サーバーにOracle RAC One Nodeライセンスが必要(例外: 1つのサーバーをバックアップ・サーバーとして指定でき、10日ルールに従ったライセンスなしでサーバーを使用できます)




	
関連項目:

次のURLから入手できる10日間ルールの詳細は『Oracle Software Investment Guide』を参照
http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/sig-070616.pdf













	
Oracle RAC: 次の特性がある、Oracle Real Application Clusters 11gリリース2

	
Oracle RACホーム


	
両方のサーバーにインストールされたOracle RAC


	
Enterprise Editionライセンスが必要


	
各サーバーにOracle RACライセンスが必要(10日ルールに不適格)










	
注意:

ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトとして計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。つまり、容量600 GBのディスクにはソフトウェア記憶域が545 GBしかありません。












Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート

Oracle Database Applianceソフトウェアには、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。各データベース・クラスには様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス要件があります。テンプレートには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれています。

Oracle Appliance Managerで、次のテンプレートのうち1つを選択します。

	
非常に小規模 (SGA 4096-8192 MB、PGA 2048-4096 MB)、200プロセス、16 MBログ・バッファ、1 GBオンラインREDOログ・ファイル


	
小規模 (SGA 8192-16384 MB、PGA 4096-8192 MB)、400プロセス、16 MBログ・バッファ、1 GB REDOログ・ファイル


	
中規模 (SGA 16384-24576 MB、PGA 8192-12288 MB)、800プロセス、32 MBログ・バッファ、2 GB REDOログ・ファイル


	
大規模 (SGA 24576-49152 MB、PGA 12288-24576 MB)、1200プロセス、64 MBログ・バッファ、4 GB REDOログ・ファイル


	
非常に大規模 (SGA 49152 MB、PGA 24576 MB) 2400プロセス、64 MBログ・バッファ、4 GB REDOログ・ファイル







	
注意:

テンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。
Oracle Database Appliance上にデータベースを作成するには、Oracle Appliance ManagerまたはDatabase Configuration Assistant (DBCA)のいずれかを使用できます。テンプレートは両方のユーティリティで使用できます。












	
関連項目:

システムに適したテンプレートの選択に役立つ情報は、付録C「Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定」を参照してください。














ネットワーク管理構成のチェックリスト

DNSで名前およびアドレスを構成する前に、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準にすべてのネットワーク名が準拠していることを確認します。

クラスタに関して構成したアドレスが次の3つの条件を満たすことをネットワーク管理者とともに確認します。

	
静的なIPアドレス


	
他のすべてのIPアドレス、仮想IP (VIP)アドレス(Real Application Clusters通信で使用)およびSCANアドレスと同じサブネット


	
これには次の機能が含まれます。




	
次の特性がある、各ノードのパブリックIPアドレス:

	
各ノードへのインストール前にDNS上に構成され、インストール前にそのノードに対して解決可能





	
次の特性がある、各ノードのVIPアドレス:

	
各ノードへのインストール前にDNS上に構成されるが、現在は使用されていない





	
次の特性がある、Oracle Database ApplianceのSCAN:

	
SCANとして指定された名前に2つのIPアドレスが関連付けられ、両方のアドレスがランダムな順序でDNSによってリクエスタに返されるように、インストール前にDNS上で構成されている


	
インストール前にDNS上に構成され、現在は使用されていないアドレスに解決される


	
数字以外で始まる名前を使用する










	
注意:

プライベート・ネットワークのIPアドレスおよびサブネットは変更しないでください。また、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを使用している場合は、第4章「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ」で説明するように追加のIPアドレスが必要になります。










	
注意:

Network Information Service (NIS)でのSCANの構成はサポートされていません。










	
関連項目:

SCANに関する包括的概要はOracle Technology Networkの技術ペーパー、単一クライアント・アクセス名(SCAN)を参照:
http://www.oracle.com/technetwork/database/clustering/overview/scan-129069.pdf














Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの使用

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータは、デプロイ・プランを入力したり実際のデプロイ前に設定を検証するために使用できるJavaベースのツールです。コンフィギュレータをローカル・クライアント・システムにダウンロードして実行し、Oracle Database Applianceに必要なネットワークの名前およびアドレスを確認します。コンフィギュレータはWindows、LinuxまたはUNIXシステムで実行できます。

コンフィギュレータによりテキスト構成ファイルが作成されます。これは、インストール後にOracle Database Applianceにコピーできます。これにより、Oracle Database Applianceがこのファイル内のエントリをデプロイ用として使用できるようになります。また、ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷をチェックリストとして使用して外部ネットワーク構成を設定できます。

DNSで構成したアドレスを検証するには、Oracle Database Applianceを接続する予定である同じネットワーク(ゲートウェイとサブネットが同じもの)にクライアントを接続します。これにより、コンフィギュレータは、アドレスが正しく構成されていることを確認したり、DNS構成が無効であることを示すことができるようになります。DNSアドレスの確認は必須ではありませんが、構成ファイルをOracle Database Applianceでテストできる場合には確認を推奨します。

コンフィギュレータの実行の手順:

	
Oracle Database Applianceのバージョンに対応するスタンドアロンOracle Appliance Managerコンフィギュレータをダウンロードします。すべてのバージョンのコンフィギュレータは、次のURLにあるOracle Database Applianceの「Overview」ページで入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/engineered-systems/database-appliance/index.html





	
注意:

Oracle Database Applianceがすでに使用可能であり、構成オプションを理解している場合は、事前にインストールされているコンフィギュレータをApplianceのノード1から実行して、1回のセッションでデプロイメントを完了できます。ただし、構成をデプロイする前に、次の章で説明するように、初期ネットワークを構成して、エンドユーザー・バンドルをインストールする準備ステップを完了する必要があります。








	
Windowsクライアント上でコマンドconfig.bat、またはアプライアンス上かLinuxクライアント上でコマンド./config.shを使用して、コンフィギュレータを起動します。Oracle Appliance Managerの「Welcome」ページが表示されます。

[image: oam_welcome.pngの説明が続きます]

図oam_welcome.pngの説明



「Next」をクリックします。


	
「Configuration Type」ページで、「Typical」または「Custom」のいずれかを選択します。

[image: oam_configtype.pngの説明が続きます]

図oam_configtype.pngの説明



この手順では、推奨オプションである「Typical」構成について説明します。「Custom」構成を選択して、次の1つ以上の項目について、追加または代替のネットワーク・インタフェースを構成するかデフォルト値を上書きします。

	
データベース・ブロック・サイズ、言語、地域、バックアップ・ファイルの場所、またはDATAおよびRECOディスクグループのディスク冗長性レベル


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)サーバー


	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成


	
Oracle Cloud File Systemのファイル・システムとサイズ


	
ネットワーク・タイム・プロトコル・サーバー




「Typical」または「Custom」オプションを選択する前に、「Custom」オプションを使用してコンフィギュレータを実行すると、ご使用のバージョンのOracle Database Applianceのデフォルト値を確認できます。最初に実行するときは、ロードする構成ファイルがないため「Browse」オプションは役立ちません。

「Next」をクリックします。


	
「System Information」ページで、システム名を指定し、リージョンおよびタイム・ゾーンのリストから正しい値を選択します。

「Database Deployment」フィールドで、必要なデータベース・デプロイメントのタイプを選択します。

	
Oracle Database Enterprise Edition (Oracle RACなし)


	
Oracle RAC One


	
Oracle RAC




「New Root Password」および「New Root Password (confirm)」フィールドに、rootユーザーの新しいパスワードを入力します。このパスワードは構成ファイル内で暗号化され、デプロイメント時にパスワードをリセットするために暗号化解除されて使用されます。

[image: oam_sysinfo.pngの説明が続きます]

図oam_sysinfo.pngの説明



「Next」をクリックします。


	
「Network Information」ページに、ドメイン名、DNSサーバー・アドレス、2つのノードのパブリック・アドレスとVIPアドレス、SCAN名とアドレス、ネットマスク・アドレスおよびゲートウェイ・アドレスを指定します。次に例を示します。

[image: oam_gennet.pngの説明が続きます]

図oam_gennet.pngの説明



この画面にデータを入力するとき、一部のフィールドでは、先に入力した値から導出された値があらかじめ設定されます。たとえば、ノード1のパブリックIPアドレスに指定したアドレスが192.0.2.18の場合、ノード・アドレスは次のように割り当てられます。

	
ノード1のパブリックIPアドレス: 192.0.2.18


	
ノード2のパブリックIPアドレス: 192.0.2.19


	
ノード1の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.20


	
ノード2の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.21


	
SCANアドレス(SCAN VIP名に解決される2つのアドレス): 192.0.2.22, 192.0.2.23







	
関連項目:

非標準のパブリックIPアドレスの要件に関する情報は「カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト」を参照







「Next」をクリックします。


	
「Database Information」ページで、データベースの名前を指定し、データベース構成テンプレートおよびデータベース言語を選択します。(適切なテンプレートの選択に役立つガイドライン用に、「Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート」を参照してください。)

[image: oam_dbinfo.pngの説明が続きます]

図oam_dbinfo.pngの説明



「Next」をクリックします。


	
「Network Validation」ページで、ネットワーク設定を検証して、検証出力をファイルに保存できます。または、次の例に示すように、「Skip Network Validations」チェック・ボックスを選択して検証ステップを省くこともできます。

[image: oam_netval.pngの説明が続きます]

図oam_netval.pngの説明



アドレスを検証することも、「Skip Network Validations」チェック・ボックスを選択してから「Next」をクリックして、次のページに進むこともできます。検証を実行した場合は、結果を確認します。結果を確認した後、続行する準備ができたら、「Next」をクリックします。検証が失敗した場合は、これらの結果をネットワーク管理者とともに確認するために検証出力を保存します。入力した構成情報を保存し、ネットワーク・アドレスを後で修正する場合、「Skip Network Validations」、「Next」の順にクリックし、次のページに進むことができます。




	
注意:

Oracle Database Applianceまたは、Applianceが実行するのと同じサブネット上のサーバーでコンフィギュレータを実行しないかぎり、ネットワーク検証チェックによってエラーが生成されます。この機能が最も役立つのは、構成ファイルをオフラインで作成してからApplianceにコピーし、デプロイメントの前に検証を実行して、ネットワーク値を正しく定義したことを確認する場合です。








	
「Summary」ページで、選択した構成オプションを確認します。「Save」をクリックして構成ファイルを保存するか、「Back」をクリックして選択内容を変更します。

構成ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷を使用してデプロイ・プランのために構成エントリを確認できます。また、「Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ」に示すように、実際のデプロイ時に構成ファイルを使用することもできます。

[image: oam_summary.pngの説明が続きます]

図oam_summary.pngの説明



Oracle Database Applianceでコンフィギュレータを実行しているとき、初期ネットワークを構成してエンドユーザー・バンドルまたはODA_BASEをインストールする準備ステップを完了したら、「Install」をクリックして、作成した構成をデプロイできます。デプロイメントを完了する準備が整っていない場合は、「Finish」をクリックしてOracle Appliance Managerを終了します。次の章で説明するように、保存した構成ファイルを後からOracle Database Applianceにコピーします。












3 ベア・メタルOracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ

この章では、Oracle Database Applianceをインストールして起動した後で、ベア・メタルOracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストについて説明します。Oracle Database Applianceソフトウェアの構成を完了するには、約1時間必要です。この章は次の項で構成されています:

	
ローカル・ログインを使用したシステムへの接続


	
エンドユーザー・バンドルを転送するためのネットワークの構成


	
デプロイメントのためのファイルの準備


	
Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ







	
注意:

仮想化されたOracle Database ApplianceにOracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストは、「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ」を参照してください。










	
関連項目:

デプロイ・プロセスの概要を示す『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』









ローカル・ログインを使用したシステムへの接続

Oracle Database Applianceには、モニター、キーボードまたはマウスが備えられていません。ローカルでログインするには、サーバーの1つのグラフィック・カード・ポートにモニターを取り付け、USBポートにキーボードおよびマウスを取り付けます(図1-2、コールアウト7)。シリアル・ポートでOracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を使用することもできます。

デフォルトでは、Oracle Database Applianceは実行レベル3で実行されます。X Windowマネージャ・ソフトウェアをアクティブ化するには、端末インタフェースから次のコマンドを入力します。


# startx 





	
関連項目:

『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』












エンドユーザー・バンドルを転送するためのネットワークの構成

次の手順を使用して、初期ネットワーク接続を構成し、エンドユーザー・バンドルをダウンロードします。




	
注意:

このネットワーク構成は、最終イメージ構成時に置換されます。







	
最低要件として、パブリック・ゲートウェイにアクセスできるイーサネット・ケーブルがeth2/eth3 (パブリック・インタフェースであるbond0)に取り付けられていることを確認します。参考には、図1-2を参照してください。


	
root、パスワードwelcome1としてログインし、ディレクトリを/opt/oracle/oak/bin/に変更します。


	
コマンドoakcli configure firstnetを実行してネットワークを構成し、最初のノード(ノード1、システム・コントローラ0とも呼ばれる)、ネットマスクおよびゲートウェイのパブリック・アドレス用のパブリックIPアドレスを指定するプロンプトに応答します。次に例を示します。


# ./oakcli configure firstnet


出力結果は、次のようになります。


Select the interface to configure network on [bond0 bond1 bond2 xbond0]:bond0
Configure DHCP on bond0?(yes/no):no
INFO: Static configuration selected
Enter the IP address to configure:192.0.2.18
Enter the netmask address to configure:255.255.252.0
Enter the gateway address to configure:192.0.2.1
Plumbing the IPs now
Restarting the network
:::::::::::::::::









デプロイメントのためのファイルの準備

他のソフトウェアをOracle Database Applianceにデプロイするには、その前にエンドユーザー・バンドルをインストールする必要があります。このためには、次のステップで説明するように、バンドルを外部クライアントにダウンロードして、コピーする必要があります。

	
外部クライアント上で、My Oracle Supportにログオンし、次のOracle Database Applianceセクションにアクセスします。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1


	
「Latest Releases」セクションで、現在のOracle Database Applianceのエンドユーザー・バンドル・イメージを外部クライアントにダウンロードします。


	
一時ネットワーク上でscpを使用して、Oracle Database Appliance上の場所(たとえば、/tmpディレクトリ)にイメージをコピーします。または、エンドユーザー・バンドルのイメージをコピーしたUSB記憶デバイスをOracle Database Applianceに接続することもできます。




	
注意:

USBドライブは、FAT32、ext3またはext4としてフォーマットしてください。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。







たとえば、ホスト名oda_hostを使用して静的IPアドレスを設定し、oakcli configure firstnetを使用してこのアドレスでOracle Database Applianceを構成した場合、イメージ・バンドルをダウンロードしたクライアント上のフォルダにナビゲートし、次のようなセキュア・コピー・コマンド(scp)を入力してバンドルを転送します。


scp root@oda_host:p12978712_21000_Linux-x86-64.zip /tmp*





	
注意:

13文字を超えるhost nameは使用しないでください。host nameの長さ合計は15文字までですが、Oracle Appliance Managerでは指定したhost nameに-cという2文字が追加されます。また、host nameにはすべて小文字を使用することをお薦めします。








	
ディレクトリを/opt/oracle/oak/binに変更します。


	
コマンド構文oakcli unpack -package /directory_path/package_nameを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェア・イメージを解凍します。directory_pathはイメージが置かれているパスです。

たとえば、イメージ・ファイルが/tmpにある場合、p12978712_21000_Linux-x86-64.zipを解凍するには、次のコマンドを入力します。


# ./oakcli unpack -package /tmp/p12978712_21000_Linux-x86-64.zip


このコマンドによって、ファイルを解凍し、それをデプロイメントに必要な場所に配置します。




	
注意:

この項で説明するのと同じ構成手順を使用して、構成ファイルをコピーできます。これは、「Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ」で必要になることがあります。








	
第2章で説明するように外部ホストに構成ファイルを作成した場合、構成をOracle Database Applianceにデプロイするには、ステップ3で使用したscpコマンドのようなコマンドを使用して、そのファイルをアプライアンスにコピーする必要があります。









Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ

Oracle Database Applianceの構成をデプロイするために、既存の構成ファイルを使用することも、構成ファイルをその場で作成することもできます。まず、Data Applianceにrootユーザーとしてパスワードwelcome1でログインし、/opt/oracle/oak/binディレクトリに移動します。コマンドstartxを実行して、Oracle Appliance ManagerコンフィギュレータのためにX11 Windowマネージャを準備します。

既存の構成ファイルを使用してデプロイメントを開始するには、次のようなコマンドを入力します。


# ./oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param


ファイルを/tmpに保存していない場合は、構成ファイルを含むディレクトリでフル・パス名を置き換えます。また、デフォルトの構成ファイル名onecommand.paramを使用しなかった場合は、構成ファイル名を置き換えます。このコマンドは、外部ホストからコピーした構成ファイルまたはアプライアンスに作成した構成ファイルに対して使用できます。

すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。


# ./oakcli deploy


第2章の説明に従って、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの画面で設定を行います。「Summary」画面で「Install」オプションを選択して、デプロイメントを完了します。

デプロイメントが両方のノードで完了すると、「Oracle Database Appliance Deployment successful.」というメッセージが表示されます。




	
注意:

インストール時に問題が発生した場合は、Node 1 (System Controller 0)から/opt/oracle/oak/onecmd/cleanupDeploy.plコマンドを実行できます。
このコマンドにより、サーバーがデプロイ前の状態に戻ります。これにより、デプロイを再実行できるようになります。

デプロイの再初期化の詳細は、次を参照してください。

Oracleソフトウェアのアンインストールおよびストレージの再初期化

















4 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ

この章では、Oracle Database Applianceをインストールして起動した後で、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイするタスクのチェックリストについて説明します。Oracle Database Applianceソフトウェアの構成を完了するには、約1時間必要です。この章は次の項で構成されています:

	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ドメインのサイズ設定


	
ローカル・ログインを使用したシステムへの接続


	
Oracle Database Appliance仮想化ステータスのチェック


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのサイズ設定


	
ODA_BASEテンプレートを転送するネットワークの構成


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのデプロイ


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの構成のデプロイ


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・コンポーネントの管理







	
注意:

仮想化されていないOracle Database ApplianceにOracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストは、「ベア・メタルOracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ」を参照してください。










	
関連項目:

デプロイ・プロセスの概要を示す『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』









Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ドメインのサイズ設定

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのアーキテクチャの概要は、図4-1を参照してください。


図4-1 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム

[image: 図4-1の説明が続きます]

「図4-1 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム」の説明





Oracle Database Applianceには合計24個のコアがあります(各ノードに12のコア)。各コアには2つの仮想CPU (vCPU)があり、各ノードで24個のvCPUが提供されます。たとえば、コア1はvCPU 0および1、コア1はvCPU 2および3、コア2はvCPU 4および5のようにvCPUを提供します。各アプライアンス・ノードにはODAベース・ドメインとドメイン0仮想マシンが含まれます。オプションでユーザー・ドメイン仮想マシンが含まれることもあり、これがvCPUを使用します。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、データベース・ドメインと追加のアプリケーション・ドメインまたはユーザー・ドメインからワークロードを分離することができます。この機能はCPUプールによって実現します。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームが作成されると、24個のvCPUを含むdefault-unpinned-poolが各ノードに作成されます。仮想マシンがVM記憶域リポジトリにインポートされると、デフォルトでdefault-unpinned-poolに割り当てられます。

Oracle Appliance Managerコマンドcreate cpupoolを使用して、追加のCPUプールを作成します。Appliance Managerコマンドconfigure vmを使用すると、1つまたは複数の仮想マシンをCPUプールに割り当ててリソースを共有することができます。

ODA_Baseドメインが作成されると、odaBaseCpuPoolという新しいCPUプールが両方のノードに作成されます。ODA_BASEドメインは、最初のデプロイ時に選択された数のコアに固定されます。CPUプールに割り当てられるコア数は、Oracle Appliance Managerのconfigure cpupoolコマンドを使用して変更できます。たとえば、それぞれが32GBのRAMを備えた8個のvCPUを選択した場合、odaBaseCpuPoolにはvCPU 0、2、4、6、1、3、5および7が割り当てられ、残りのvCPU (8～24)がアプリケーションによって使用されます。

各ノードには、そのサーバーにデプロイされる仮想マシンに基づいて追加のプールを作成できます。それぞれのノードに対するOracle Appliance Manager show cpupoolコマンドの次の出力に示すように、各ノードのCPUプールは異なることができます。


oakcli show cpupool -node 0
                 Pool           Cpu List                                VM List
default-unpinned-pool   [14, 15, 16, 17,  ['test1_odarepo1','sample5_odarepo1',
                         18, 19, 20, 21,   'vm_very_long_name_sample1_odarepo1'
                                 22, 23]                            ,'win_vm1']
         twocpu                 [12, 13]                       ['vm1_odarepo1']
      odaBaseCpuPool     [0, 1, 2, 3, 10                            ['oakDom1']
                                   , 11]



oakcli show cpupool -node 1
                 Pool           Cpu List                                VM List
default-unpinned-pool   [ 12, 13, 14, 15,  ['vm2_odarepo2','test2_odarepo2','sa
                          16, 17, 18, 19,  ample6_odarepo1,'vm_very_long_name_s
                          20, 21, 22, 23]                      ample2_odarepo2]
      odaBaseCpuPool    [0, 1, 2, 3, 4, 5                           ['oakDom1']
                          6, 7, 8, 9, 10,
                                      11]


ODAベース・ドメイン(図4-1)の内容と機能は、ベア・メタル・デプロイメントのノードと似ています。すべてのネットワークにアクセスし、次のソフトウェア・コンポーネントのホームになります。

	
Oracle Appliance Manger (OAKCLI)


	
Oracle Appliance Managerデーモン(記憶域とVMを管理)


	
Oracle Grid Infrastructure (クラスタウェア)


	
Oracle Database (RDBMS)







	
注意:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、テンプレートのインポートのみがサポートされます。










	
関連項目:

OAKCLIコマンドの詳しい構文とすべてのリストは、付録D「Oracle Database Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス」を参照してください。










	
関連項目:

Oracle VMリリース3.2.1のドキュメントは、http://docs.oracle.com/cd/E35328_01/index.htmlを参照してください。












ローカル・ログインを使用したシステムへの接続

Oracle Database Applianceには、モニター、キーボードまたはマウスが備えられていません。dom0にローカルでログインするには、サーバーの1つのグラフィック・カード・ポートにモニターを取り付け、USBポートにキーボードおよびマウスを取り付けます(図1-2、コールアウト7)。シリアル・ポートでOracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を使用することもできます。

デフォルトでは、Oracle Database Applianceは実行レベル3で実行されます。




	
関連項目:

Oracle Database Applianceのハードウェア・プラットフォームの詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。












Oracle Database Appliance仮想化ステータスのチェック

ベンダーがOracle仮想マシン・イメージをOracle Database Applianceにプロビジョニングしている場合があります。作業を進める前に、Oracle仮想マシン・イメージについてテストしてください。これには、dom0にrootとしてパスワードwelcome1でログインし、コマンドxm listを入力します。出力を調べます(出力は次の例のように表示されます)。


[root@oak1 ~]# xm listName                                ID  Mem  VCPUs  State Time(s)Domain-0                             0 2039     24 r-----  496.1


値Domain-0がName列に表示される場合、Oracle Database Applianceには必要なOracle仮想マシン・イメージが含まれています。仮想化されたソフトウェアのデプロイメントを進めることができます。このコマンドによって必要な出力が生成されない場合、またはエラーが生成される場合は、Oracle仮想マシン・イメージをインストールする必要があります。




	
注意:

Oracle仮想マシン・イメージをインストールする詳しい手順は、https://support.oracle.com/CSP/main/Article?cmd=show&type=NOT&id=1520579.1にあるノート1520579.1を参照してください。












Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのサイズ設定

この項では、ODAベース・ドメイン(ODA_BASE)およびユーザー・ドメイン(domU)仮想マシン(図4-1)のサイズ設定について説明します。

ODA_BASEには、インストールするOracleソフトウェアのみが使用するCPUとメモリーが含まれます(「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの構成のデプロイ」を参照してください)。このアーキテクチャにより、ノード上の他のドメインのアクティビティがデータベースのパフォーマンスに影響することを防ぎます。ODA_BASEのサイズを設定するためにOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのサイズ設定テンプレートを使用することを強くお勧めします。使用可能なODA_BASEサイズ設定テンプレートと、各アプライアンス・ノードでのCPUサイズとメモリーの関連値は、次のリストを参照してください。

	
Very Small: 2コア、16 GB RAM


	
Small: 4コア、32 GB RAM


	
Medium: 6コア、48 GB RAM


	
Large: 8コア、64 GB RAM


	
Very Large: 12コア、88 GB RAM


	
Custom: 2～12コア、16～88 GB RAM (ODA_BASEに割り当てられたメモリーのカスタマイズに使用)




データベースを作成するとODA_BASEに格納されます。ODA_BASEの容量を超えないデータベース・テンプレートを選択する必要があります。このため、予期するデータベース・ワークロードまたは予定されるサイズ増大に最適なODA_BASEサイズ設定テンプレートを選択する必要があります。ただし、将来ニーズが変化した場合には変更できます。

ODA_BASEテンプレートと同じサイズ分類のデータベース・テンプレートを選択する必要はありません。たとえば、小サイズのODA_BASEテンプレートを使用して2つの極小サイズ・データベースをホストできます。また、大サイズのODA_BASEテンプレートを使用すると、1つの大サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースをホストしたり、1つの中サイズ・データベース、1つの小サイズ・データベースおよび2つの極小サイズ・データベースをホストしたりすることができます。

domUユーザー・ドメインはCPUプール(CPUPOOLS)を互いに共有できます。この機能が役立つのは、たとえば、2つのアプリケーションが1日の異なる時間帯にビジ―になる場合です。






ODA_BASEテンプレートを転送するネットワークの構成

次の手順を使用して、ODA_BASEをダウンロードするための初期ネットワーク接続を構成します。




	
注意:

このネットワーク構成は、最終イメージ構成時に置換される場合があります。







	
最低要件として、パブリック・ゲートウェイにアクセスできるイーサネット・ケーブルがeth2/eth3 (パブリック・インタフェースであるbond0)に取り付けられていることを確認します。参考には、図1-2を参照してください。


	
コマンドoakcli configure firstnetを実行してネットワークを構成します。必要に応じてプロンプトに応答します。次に例を示します。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli configure firstnet


出力結果は、次のようになります。


Configure the network for the node(s)(local, global) [global]:  global
The network configuration for both nodes:
Domain Name: mydomain.dom
DNS Server(s):  Primary DNS Server: 190.0.2.2
               Secondary DNS Server:
Node Name             Host Name
0              mysystem1
1              mysystem2
Choose the network interface to configure (net1 , net2, net3, net4) [net1]: net1
Configure DHCP on net1?(yes/no):no
       You have chosen static configuration on net1
       Enter the IP address for net1 on Node 0: 190.0.2.40
       Enter the IP address for net1 on Node 1: 190.0.2.41
       Netmask for net1: 255.255.252.0
       Gateway Address for net1 [144.25.212.1]: 
Plumbing the IPs now for Node 0
Restarting the network for Node 0
Plumbing the IPs now for Node 0
Restarting the network for Node 1
:::::::::::::::::









Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのデプロイ

他のソフトウェアをデプロイするには、その前にODA_BASEテンプレートを仮想化されたOracle Database Applianceにデプロイする必要があります。これには、次のステップで説明するように、テンプレートを外部クライアントにダウンロードして、それをdom0にコピーしてから、Oracle Appliance Manager deploymentコマンドを実行する必要があります。

	
ODA_BASEテンプレートをMy Oracle Supportから、接続している外部クライアントにダウンロードします。




	
注意:

ODA_BASEテンプレートの最新バージョンは、https://updates.oracle.com/download/16186172.htmlからダウンロードできます。








	
scpコマンドを使用して、ODA_BASEテンプレートを外部クライアントからdom0にコピーします。


	
テンプレートをdom0の/OVSディレクトリにコピーします。


	
コマンドstartxを実行して、Oracle Appliance ManagerコンフィギュレータのためにX11 Windowマネージャを準備します。


	
コマンド構文oakcli deploy oda_baseを使用し、プロンプトに応答してODA_BASEを両方のノードにデプロイします。ODA_BASEテンプレートが/OVSディレクトリにある場合、ダイアログは次の例のようになります。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli deploy oda_base
Enter the template location: /OVS/templateBuild-2012-12-22-12-05.tar.gz
Core Licensing Options:
                1. 2 CPU Cores
                2. 4 CPU Cores
                3. 6 CPU Cores
                4. 8 CPU Cores
                5. 10 CPU Cores
                6. 12 CPU Cores
                Selection [1 : 6] : 3
                ODA base domain memory in GB (min 8, max 88)[default 48]  : 32
Deployment in non local mode
Running the command to copy the template /root/templateBuild-2012-12-22-12-05.tar.gz to node1


このコマンドは、両方のノードでデプロイメント・プロセスを生成し、それぞれにイメージ・ファイルを抽出します。次に、両方のノードにIPアドレスを割り当て、Oracle Database Applianceベース・プールをそれぞれに作成し、oakDom1でドメインを起動するVM構成データを書き込みます。最後に、各ノードでOracle Database Applianceベースを起動します。




	
注意:

oakcli deploy oda_baseコマンドによって、dom1 grub構成ファイル/OVS/Repositories/odabaseRepo/VirtualMachines/oakDom1/tmpmnt/boot/grub/grub.confが変更されます。








	
ODA_BASEのデプロイメントが有効であることを確認するには、xm listコマンドを入力します。出力を調べて、次の例のようにName列に値Domain-0とoakDom1が含まれることを確認します。


[root@oak1 ~]# xm listName                             ID   Mem  VCPUs  State    Time(s)Domain-0                          0  2039     24 r-----  119879.5
oakDom1                           1 49152     12 r-----    1969.7









Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの構成のデプロイ

Oracle Database Applianceの構成をデプロイするために、既存の構成ファイルを使用することも、構成ファイルをその場で作成することもできます。まず、VNCを使用してdom1に接続し、「Hostname」にdom0、「Port」に5900を指定します。次に、コマンドstartxを実行して、Oracle Appliance ManagerコンフィギュレータのためにX11 Windowマネージャを準備します。

使用する構成ファイルが外部クライアントにある場合は、まずアプライアンスのODA_BASEにそのファイルをコピーする必要があります。dom0にログインしているため、コピーには2つのステップが必要です。最初に、scpコマンドを使用して構成をdom0にコピーします。次に、内部IPアドレス192.168.16.27を指定してscpコマンドを入力し、dom0からODA_BASEにコピーします。

既存の構成ファイルを使用してデプロイメントを開始するには、次のようなコマンドを入力します。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli deploy -conf <path_name>/onecommand.param


ここで、path_nameは構成ファイルを含むディレクトリのフル・パス名、onecommand.paramは構成ファイルのデフォルト名です(このデフォルト名を使用しなかった場合は、実際のファイル名で置き換えます)。

すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli deploy


その後、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの画面で設定を行います(第2章を参照)。コンフィギュレータの「Summary」ページで「Install」オプションを選択して、デプロイメントを完了します。




	
注意:

Oracle Appliance Manager のコンフィギュレータの「Welcome」ウィンドウが正常に開かない場合は、VNCウィンドウでDISPLAY変数を設定します。







デプロイメントが両方のノードで完了すると、「Oracle Database Appliance Deployment successful.」というメッセージが表示されます。




	
注意:

インストール時に問題が発生した場合は、Node 1 (System Controller 0)から/opt/oracle/oak/onecmd/cleanupDeploy.plコマンドを実行できます。
このコマンドにより、サーバーがデプロイ前の状態に戻ります。これにより、デプロイを再実行できるようになります。

デプロイの再初期化の詳細は、次を参照してください。

Oracleソフトウェアのアンインストールおよびストレージの再初期化














Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・コンポーネントの管理

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームではOracle VM Managerはサポートされません。表4-1のOracle Appliance Manager (OAKCLI)コマンドを使用して、仮想マシンのインスタンスとテンプレートを管理します。


表4-1 OAKCLIユーティリティのコマンド

	コマンド	説明
	
oakcli clone vm

	
仮想マシン・テンプレートをクローニングします。


	
oakcli configure cpupool

	
CPUプールを構成して、コアを仮想マシンにマッピングします。


	
oakcli configure vm

	
仮想マシンを構成します。


	
oakcli configure vmtemplate

	
仮想マシン・テンプレートを構成します。


	
oakcli delete vm

	
仮想マシンを削除します。


	
oakcli delete vmtemplate

	
仮想マシン・テンプレートを削除します。


	
oakcli import vmtemplate

	
仮想マシン・テンプレートをインポートします。


	
oakcli show cpupool

	
コアと仮想マシンのマッピング情報を表示します。


	
oakcli show vm

	
仮想マシンの情報を表示します。


	
oakcli show vmtemplate

	
仮想マシン・テンプレートの情報を表示します。


	
oakcli start vm

	
仮想マシンを起動します。


	
oakcli stop vm

	
仮想マシンを停止します。











	
注意:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、テンプレートのインポートのみがサポートされます。










	
関連項目:

OAKCLIコマンドの詳しい構文とすべてのリストは、付録D「Oracle Database Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス」を参照してください。










	
関連項目:

Oracle VMリリース3.2.1のドキュメントは、http://docs.oracle.com/cd/E35328_01/index.htmlを参照してください。















5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク

この章では、ソフトウェアのデプロイ後、システムが稼働する前に実行が必要な管理タスクについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
Oracleインストール所有者のパスワードの変更


	
Oracle IPMIのユーザー名およびパスワードの変更


	
Oracle Auto Service Requestの構成


	
Oracle Database Applianceのサーバー・パッチについて


	
My Oracle Supportでのパッチの確認


	
Oracle Appliance Managerを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのパッチ適用







	
注意:

第6章で説明されているようにデータベースを追加する前に、Oracle Database Appliance固有のpay-as-you-grow (システム規模に応じた支払い)ソフトウェア・ライセンス機能を確認してください。付録B「コア数およびPay-As-You-Grow (システム規模に応じた支払い)」を参照してください。









Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。インストール時に、rootユーザーのパスワードを変更します。インストール後に、Oracle Grid Infrastructureインストール所有者(grid)およびOracle Databaseインストール所有者(oracle)のアカウント・パスワード(welcome1)を、企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従ったパスワードに変更する必要があります。また、構成後にすべてのデータベース・システム権限も変更して、その他のオープン・データベース・アカウントを保護する必要があります。たとえば、SYS、SYSTEM、DBSNMPおよびその他のロールを変更する必要があります。




	
関連項目:

	
表A-4「Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成」


	
データベース・システムの保護に必要な構成およびベスト・プラクティスに関する情報は、『Oracle Database概要』および『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照

















Oracle IPMIのユーザー名およびパスワードの変更

Oracle Clusterwareは、失敗したノードをクラスの残りの部分から分離できる業界標準のプロトコルであるOracle Intelligent Platform Management Interface (Oracle IPMI)をサポートしています。Oracle IPMIでは、Oracle Clusterwareまたはオペレーティング・システムとの連携がなくても問題モードを再起動できます。

Oracle IPMIは、Oracle Database Applianceのカスタム・デプロイのオプションです。カスタム・デプロイメントを選択し、Oracle IPMIを構成することを選択した場合、デプロイメントの完了後に、次の手順に従ってユーザー名およびパスワードを変更します。

	
グリッド・ユーザーとしてログインします。


	
コマンドcrsctl set css ipmiadmin usernameを入力します。usernameはIPMI管理者アカウントの名前です。パスワードの入力を求められたら指定します。次に例を示します。


[grid@appliance]$ /u01/app/11.2.0/grid/bin/crsctl set css ipmiadmin racadm
$ IPMI BMC password:
CRS-4229: The IPMI information change was successful







	
注意:

Oracle Database Appliance上のソフトウェア・デプロイメントが完了するまで、デフォルト・パスワードを変更しないでください。デプロイメントが完了する前にパスワードを変更すると、構成エラーが発生する可能性があります。












Oracle Auto Service Requestの構成

Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)は、特定のハードウェア障害に関するサービス・リクエストを自動的に生成するセキュアなサポート機能です。Oracle ASRを使用すると、迅速な診断および優先度サービス・リクエスト処理を介してシステムの可用性を向上させることができます。

Oracle ASRをサポートするには、Oracle Database ApplianceハードウェアをMy Oracle SupportのサポートID (SI)に関連付ける必要があります。詳細は、『Oracle Auto Service Requestインストレーションおよびオペレーション・ガイド』のMy Oracle SupportでのASRシステムの検証に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E17559_01/install.111/e18475/title.htm

Oracle ASRはカスタム・デプロイ時に構成できます。また、Oracle ASRはデプロイ(「Typical」または「Custom」)後に構成することもできます。指示は、My Oracle Supportのノート888888.1を参照してください。

Oracle ASRを構成するには、My Oracle Supportアカウントのユーザー名およびパスワードを入力する必要があります。Oracleへのインターネット・アクセスにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバーの名前も入力する必要があります。




	
注意:

プロキシ・サーバーにアクセスするためにデフォルト(ポート80)以外のポートが必要であるかユーザー名およびパスワードが必要である場合、またはNTLMプロキシ・サーバーを使用している場合、Oracle ASRのインストールは失敗します。
指示は、My Oracle Supportのノート888888.1の「Known Issues」を参照してください。









Oracle ASRのアクティブ化を実行するには、My Oracle Supportにログインし、Oracle ASRの状態を「Pending」から「Active」に変更します。詳細は、『Oracle Auto Service Requestインストレーションおよびオペレーション・ガイド』のMy Oracle SupportでのASRアセットの有効化に関する項を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/asr/documentation/asrud-323492.pdf

Oracle ASRを正常に構成できない場合、トラブルシューティング・アシスタンスについてはMy Oracle Supportのノート888888.1を参照してください。






Oracle Database Applianceのサーバー・パッチについて

Oracle Database Applianceのすべてのパッチ適用は、通常のOracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルを使用して行われます。パッチ・セット・バンドルは、次に示すシステム全体に関連するすべてのパッチを提供します。

	
BIOS


	
ハードウェア・ドライバ


	
Oracle Linux


	
Oracle ILOM


	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




通常のOracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルが入手可能になると、登録済のOracle Database Applianceソフトウェア所有者としてMy Oracle Supportにログオンすることで、通知を受け取ることができます。システムのパッチ適用の詳細は、My Oracle Supportノート888888.1の指示、ならびにパッチREADMEファイルの指示に従います。そのサーバー上で、Oracle Appliance Managerパッチ適用ツールを実行します。

Oracle Appliance Managerのパッチは、メンテナンスのためサーバー全体を停止し、影響を受けるコンポーネントにパッチを適用し、システム全体を再起動します。パッチが完了したら、2番目のサーバーでこの手順を繰り返します。




	
注意:

Oracle Database Applianceにパッチを適用できるのはOracle Database Applianceパッチ・バンドルのみです。Oracle Grid Infrastructureのパッチ、Oracle DatabaseのパッチまたはLinux配布のパッチは使用しないでください。Oracle Database Applianceを対象としていないパッチを使用した場合、あるいはOpatchまたは同等のパッチ適用ツールを使用した場合は、アプライアンス・インベントリが更新されず、その後のパッチ更新を実行できません。












My Oracle Supportでのパッチの確認

My Oracle Supportのノート888888.1には、Oracle Database Applianceのパッチおよび更新に関する情報が記載されています。システムに適用するパッチを確認するには、次のようにします。

	
次の場所にあるMy Oracle Supportにログオンします。


https://support.oracle.com


	
ノート888888.1を検索します。


	
使用しているソフトウェアに対して使用可能なパッチがある場合、ノート888888.1の指示に従い、これらをダウンロードして適用できます。









Oracle Appliance Managerを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのパッチ適用

次の手順に従って、Oracle Database Appliance上のソフトウェアにパッチを適用します。

	
Oracle Database Applianceの登録ソフトウェア所有者のサポートIDを使用してMy Oracle Supportにログインします。


https://support.oracle.com


	
My Oracle Supportノート888888.1の情報を確認して、システム上のパッチの識別、ダウンロードおよび適用を行います。対象のパッチ・バンドルのパッチ適用手順は、標準の手順と異なる場合があります。

「Patch Search」で、「Product」リストからOracle Database Appliance、「Release」リストからパッチ・リリース番号を選択します。「Search」をクリックします。次に、1つ以上のパッチを選択し、「Download」をクリックします。


	
rootとしてログインします。


	
アプライアンスの各ノード上の一時ディレクトリ(たとえば/tmp)にパッチを移動します。


	
パッチを解凍するには、各ノード上でoakcli unpack -packageコマンドを実行します。次のコマンド構文を使用します。pathはパッチ・ファイルへの絶対パスです。


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli unpack -package path


たとえば、パッチ・ファイルp13982331_23000_Linux-x86-64.zipを/tmpにコピーする場合、oakcli unpack -packageを次のように実行します。

ノード1 (システム・コントローラ0)の場合:


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli unpack -package /tmp/p13982331_23000_Linux-x86-64.zip


ノード2 (システム・コントローラ1)の場合:


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli unpack -package /tmp/p13982331_23000_Linux-x86-64.zip


	
更新を実行するには、各ノード上でoakcli update -patchコマンドを実行します。次のコマンド構文を使用します。versionはパッチ更新バージョン番号です。


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli update -patch version


たとえば、パッチ2.3.0.0.0に更新するには、oakcli update -patchコマンドを次のように実行します。

ノード1 (システム・コントローラ0)の場合:


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli update -patch 2.3.0.0.0


ノード2 (システム・コントローラ1)の場合:


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli update -patch 2.3.0.0.0





	
注意:

oakcli update -patchコマンドが1つのノード上で完了するのを待ってから、もう1つのノード上でパッチ更新を実行してください。


















6 Oracle Database ApplianceでのOracle Databaseの管理

この章では、Oracle Database管理に伴う問題およびタスクについて詳しく説明します。この章は次の項で構成されています:

	
Oracle Databaseの管理および維持


	
複数のOracleホームでのデータベースの追加作成


	
Oracle Grid Infrastructureの管理グループおよびユーザーについて


	
Oracle Database ApplianceでのOracle RAC Databaseの管理について


	
シングル・インスタンス・データベースのOracle RACまたはOracle RAC One Nodeへの変換


	
インスタンス・ケージングを使用した複数データベース・インスタンスの管理


	
クラスタ状態モニターを使用したOracle Database Applianceのチェック







	
関連項目:

『Oracle Database管理者ガイド』

『Oracle Database 2日でデータベース管理者』

『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』

『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』











Oracle Databaseの管理および維持

次の各項で、Oracleソフトウェアの操作の概要について説明します。

	
Oracle Databaseの概要


	
Oracle Enterprise Manager Database Controlについて


	
バックアップおよびリカバリの概要


	
データのロードおよび移行について


	
Oracle Clusterwareリソース管理の概要


	
Oracle RAC One Nodeデータベース管理の概要


	
Oracle Real Application Clustersデータベース管理の概要






Oracle Databaseについて

Oracle Databaseは、オブジェクトおよびeXtensible Markup Language(XML)機能を使用するリレーショナル・データベースです。リレーショナル・データベースでは、すべてのデータが、行と列で構成される2次元の表に格納されます。Oracle Databaseを使用すると、高いパフォーマンス、信頼性およびスケーラビリティを保持しながら、データの格納、更新および効率的な検索を実行できます。




	
関連項目:

	
Oracle Database管理の概要は『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照


	
Oracle Databaseの概要は『Oracle Database概要』を参照

















Oracle Enterprise Manager Database Controlについて

データベースを管理する主要なツールはWebインタフェースであるOracle Enterprise Manager Database Control (Database Control)です。Oracle Databaseをインストールし、データベースを作成またはアップグレードしてネットワークを構成すると、データベースの管理にDatabase Controlを使用できます。また、Database Controlは、パフォーマンス・アドバイザ用およびSQL*Loader、Recovery ManagerなどのOracleユーティリティ用のインタフェースも提供します。




	
関連項目:

Database Controlの概要は『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照












バックアップおよびリカバリの概要

Oracle Database Recovery Manager (RMAN)を使用して、Oracle Database Applianceでデータベースをバックアップおよびリカバリできます。




	
関連項目:

	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle Database Recovery Managerリファレンス』

















データのロードおよび移行について

新規アプリケーションをデプロイする場合、この項はスキップできます。既存のデータベースからOracle Database Applianceにデータをロードまたは移行する場合は、次のドキュメントを参照してください。

	
データ・ロードに関する情報は『Oracle Databaseユーティリティ』を参照


	
Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)へのデータの移行方法の概要は『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』のRMANを使用したOracle ASMデータ移行の実行に関する項を参照









Oracle Clusterwareリソース管理の概要

Oracle Clusterwareでは、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)に必要なクラスタ・テクノロジが提供されます。さらに、Oracle Clusterwareでは、アプリケーションおよびプロセスはOracle Clusterwareに登録するリソースとして管理されます。アプリケーションを管理するためにOracle Clusterwareに登録するリソースの数は、アプリケーションによって異なります。1つのプロセスでのみ構成されるアプリケーションは、ほとんどの場合、1つのリソースでのみ表されます。複数のプロセスまたはコンポーネント上に構築されたより複雑なアプリケーションでは、複数のリソースが必要な場合があります。




	
関連項目:

Oracle Clusterwareを使用したアプリケーションの可用性の向上に関する情報は『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』を参照












Oracle RAC One Nodeデータベース管理の概要

Oracle RAC One Nodeは、クラスタ内の1つのノードで実行されるOracle RACデータベースのシングル・インスタンスです。インスタンスを停止および起動するかわりに、Oracle RAC One Nodeのオンライン・データベース再配置機能を使用して、Oracle RAC One Nodeインスタンスを別のサーバーに再配置できます。

Oracle RAC One Nodeデータベースの管理は、Oracle RACまたはシングル・インスタンスのOracle Databaseとは若干異なります。管理者管理型のOracle RAC One Nodeデータベースでは、一方のノードが主要ノードで、もう一方のノードが候補ノードになり、主要ノードがエラーになったりメンテナンスのために停止した場合にサービスを引き受けることができます。候補ノードは汎用サーバー・プール内にあります。データベースおよびデータベース・サービスも汎用プール内にあります。




	
関連項目:

Oracle RAC One Nodeの管理の詳細は『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』を参照












Oracle Real Application Clustersデータベース管理の概要

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)は、2つ以上の個々のコンピュータをリンクして1つのシステムとして機能させるテクノロジです。Oracle Database Appliance上にデプロイされたOracle RACによって、クラスタの各コンピュータ(またはノード)はOracleデータベースへのアクセスを共有できます。一方のクラスタ・ノードがエラーまたはオフラインになっても、もう一方のクラスタ・ノードは引き続き稼働し、Oracle RACデータベース全体が使用可能なままになります。各ノードは、1つのコンピュータとしてアプリケーションに表示されます。




	
関連項目:

Oracle RACの管理に関する情報は『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』を参照














複数のOracleホームでのデータベースの追加作成

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について


	
oakcli create database


	
oakcli create db_config_params -conf






Oracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について

Oracle Appliance Manager (oakcli)を使用して、Oracle Database Applianceで複数のデータベースを作成および管理できます。また、oakcliを使用して、複数のホームがある複数のデータベースを管理し、異なるデータベース構成を使用できます。Oracle Database Applianceは、Oracle Database 11gリリース2バージョン11.2.0.2および11.2.0.3に対して複数のOracleホームをサポートしています。使用可能なデータベース・バージョンおよびクローン・ファイルの詳細はノート888888.1を参照してください。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1

複数のOracleホームを使用すると、Oracle Databaseの複数のリリースを同時に実行できます。たとえば、Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2.5)データベースから新規リリースにアプリケーションを移動する前に、11.2.0.3.3をインストールしてこの上でアプリケーションをテストできます。

Oracleホームは、Oracle Databaseバイナリをインストールするディレクトリで、ここからOracle Databaseを実行します。Oracle Appliance Managerでは、Oracle Flexible Architecture (OFA)ガイドラインに準拠したOracle Database Oracleホームが自動的に作成されます。

oakcliを使用してOracle Database Applianceで複数のホームを作成する場合、コマンドにより、Oracle Grid Infrastructureが使用するクローニング・プロセスが開始されます。現在のリリースでは、ユーザーoracleがすべてのOracleホームを所有しています。




	
注意:

前のリリースからアップグレードしない場合は、インストール対象のOracle Databaseバージョンに対するOracle Database Appliance End User Bundleをダウンロードしてください。詳細は、ノート888888.1を参照してください。
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1









oakcliを使用すると、複数のOracleホーム機能を使用してOracle Database Applianceで複数のデータベースを作成、管理およびアップグレードできます。oakcli create databaseコマンドを使用すると、ユーザー入力を最小限に抑えながらデータベースを作成できます。追加オプションなしでこのコマンドを使用すると、デフォルトのホームでデータベースが作成されます。または、-ohまたは-version属性を使用して別のホームでデータベースを作成することもできます。




	
注意:

oakcliを使用して、新規データベースを既存のOracleホームと新規Oracleホームの両方で作成できます。












oakcli create database

oakcli create databaseコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを追加作成します。


構文

oakcli create database -db db_name [-oh home] [-version version] [-params params_file.out]





パラメータ


表6-1 oakcli create databaseコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-db db_name

	
db_nameは、作成するデータベースの名前です。


	
-oh home

	
homeは、Oracle Databaseのインストール先のホームの名前です。デフォルトでは、既存のホームが使用されます。


	
-version version

	
versionは、インストールするバージョンです。デフォルトでは、最新のバージョン(11.2.0.3.3)が使用されます。


	
-params params_file.out

	
params_fileは、構成ファイルです。デフォルトでは、デフォルトの構成ファイルが使用されます。











例


# oakcli create database -db sales1 -oh sales1 -version 11.2.0.3.3
# oakcli create database -db sales2 -params salesdbtemplate.out








oakcli create db_config_params -conf

oakcli create db_config_params -conf filenameコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで複数のデータベースを構成するための構成ファイルを作成します。filenameは、生成する構成ファイルの名前です。


構文


oakcli create db_config_params -conf filename.out





使用上の注意

	
ダイアログのポイントごとにデフォルトのオプションが用意されています。デフォルトの(1)を受け入れるか、2を入力し、別の値を指定します。


	
デプロイメント・タイプ(Oracle RAC、Oracle RAC One NodeおよびOracle Enterprise Edition)


	
dbconsoleの設定(Y/N)


	
DBクラス(大、中および小)




デフォルトのパラメータは、次のとおりです。

	
DB Block Size


	
DB Language


	
DB Territory




データベース構成を再使用して同一のプロファイルで追加データベースを作成するには、oakcli create db_config_params -conf file_nameコマンドを使用します。file_nameは、構成ファイルの名前です。このコマンドを使用すると、データベースをクローニングできるデータベース構成パラメータ・ファイルが生成されます。





例

次の例は、oakcli create db_config_paramsコマンドの構成ダイアログを示しています。filenameはmyfileです。


# oakcli create db_config_params -conf myfile.out

Please select one of the following for Database Block Size  [1 .. 4]:
1 ==> 4096
2 ==> 8192
3 ==> 16384
4 ==> 32768
2
Selected value is: 8192

Specify the  Database Language (1. AMERICAN 2. Others) [1]:
Selected value is: AMERICAN

Specify the  Database Characterset (1. AL32UTF8 2. Others) [1]:
Selected value is: AL32UTF8

Specify the  Database Territory (1. AMERICA 2. Others) [1]:
Selected value is: AMERICA

Specify the  Component Language (1. en 2. Others) [1]:
Selected value is: en

Successfully generated the Database parameter file 'myfile.out'










Oracle Grid Infrastructureの管理グループおよびユーザーについて

構成時に、Oracle Database Applianceに2つの管理アカウントが作成されます。1つはGrid Infrastructureインストール所有者grid (UID 1000)で、もう1つはOracle Databaseインストール所有者oracle (UID 1001)です。

gridユーザーは、Oracle ASMシステム権限グループasmadmin (GID 1006)、asmdba (GID 1004)、asmoper (GID 1005)、およびOracle Databaseシステム権限グループracoper (GID 1003) (OPERデータベース・システム権限)、およびOracleインベントリ・システム権限グループoinstall (GID 1001)のメンバーです。

oracleユーザーは、Oracle ASMシステム・アクセス権限グループasmdba、およびOracle Databaseシステム権限グループdba (OSDBAシステム権限)、racoper (OPERデータベース・システム権限)、およびOracleインベントリ・システム権限グループoinstallのメンバーです。これらのユーザー名、UID、グループ名およびGIDは事前構成されており、変更できません。すべてのデータベースのORACLE_HOMESはoracleユーザーによって所有されていることに注意してください。




	
関連項目:

	
オペレーティング・システムの権限グループの詳細は『Oracle Grid Infrastructure for Linux』を参照


	
Oracle ASMのシステム権限の詳細は『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照

















Oracle Database ApplianceでのOracle RAC Databaseの管理について

管理者管理データベースのデータベース・リソースを確認すると、そのOracle Databaseと同じ名前で定義されたサーバー・プールが表示されます。このサーバー・プールは、Oracleで定義される特別なサーバー・プールの一部で、Genericと呼ばれます。Oracle RACは、Genericサーバー・プールを管理して管理者管理データベースをサポートします。Oracle Server Control Utility (SRVCTL)またはOracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用して管理者管理型データベースを追加または削除すると、汎用のメンバーであるサーバー・プールが作成または削除されます。SRVCTLまたはOracle Clusterware Control Utility (CRSCTL)コマンドを使用して、汎用サーバー・プールを変更することはできません。




	
注意:

現在、Oracle Database Applianceは管理者管理型データベースのみをサポートしています。










	
関連項目:

	
『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』

















シングル・インスタンス・データベースのOracle RACまたはOracle RAC One Nodeへの変換

コマンドライン・ユーティリティrconfigを使用すると、ConvertToRAC.xmlファイルで提供する値に応じて、シングル・インスタンス・データベースをOracle RACまたはOracle RAC One Nodeに変換できます。




	
関連項目:

シングル・インスタンスのデータベースを変換する手順は『Oracle Real Application Clustersインストレーションおよび構成ガイド』の付録C「シングル・インスタンスのOracle DatabaseからOracle RACおよびOracle RAC One Nodeへの変換」を参照












インスタンス・ケージングを使用した複数データベース・インスタンスの管理

Oracle Databaseには、複数のデータベース・インスタンスを実行する複数CPUサーバーでCPU割当てを管理する方法が用意されています。この方法はインスタンス・ケージングと呼ばれます。インスタンス・ケージングとOracle Resource Manager(リソース・マネージャ)が連携して、複数インスタンス間で必要なサービス・レベルをサポートします。




	
関連項目:

	
Oracle Database Applianceのインスタンス・ケージングの特定の機能の詳細は付録C「Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定」を参照


	
インスタンス・ケージングの有効化および構成の詳細は『Oracle Database管理者ガイド』を参照

















クラスタ状態モニターを使用したOracle Database Applianceのチェック

状態モニターを使用して、Oracle Database Applianceのステータスを判断します。状態モニター・チェック(チェッカ、ヘルス・チェックまたはチェックとも呼ばれます)では、データベースの様々なレイヤーとコンポーネントが検証されます。ヘルス・チェックでは、ファイルの破損、物理ブロックおよび論理ブロックの破損、UNDOおよびREDOの破損、データ・ディクショナリの破損などが検出されます。ヘルス・チェックにより、結果のレポートが生成されます。多くの場合、レポートには、問題解決に関する推奨事項が記載されています。ヘルス・チェックは次の2つの方法で実行できます。

	
リアクティブ - 障害診断インフラストラクチャでは、クリティカル・エラーの内容に応じてヘルス・チェックを自動的に実行できます。


	
マニュアル - DBMS_HM PL/SQLパッケージまたはOracle Enterprise Managerインタフェースのいずれかを使用して、ヘルス・チェックを実行します。ヘルス・チェックは定期的に実行できます。そうでない場合、Oracleサポート・サービスがサービス・リクエストについて対応する際にヘルス・チェックの実行を依頼する場合があります。







	
関連項目:

状態モニターの使用方法に関する情報は『Oracle Database管理者ガイド』の状態モニターを使用したヘルス・チェックの実行に関する項を参照















7 Oracle Database Applianceの高可用性について

この章では、Oracle Database Applianceの高可用性機能について説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Database Applianceおよび高い冗長性


	
Oracle Database Applianceのストレージ・デバイスについて


	
Oracle Appliance Managerおよびストレージ・デバイス・ステータスについて


	
Oracle Database Applianceの電源オン


	
Oracle ILOMを使用したOracle Database Applianceの管理






Oracle Database Applianceおよび高い冗長性

Oracle Database Applianceは、4Uのラックマウント型エンクロージャで構成されます。4Uエンクロージャには、24個のフロント・マウント型のホットプラグ3.5インチ型デュアル・ポートSAS GEN-2ディスク・スロットが含まれています。これらのディスク・スロットのうち4個は、73 GBソリッド・ステート・ディスク(SDD)用です。これらのディスクはOracleソフトウェアに使用されます。他の20個のディスク・スロットは、標準ハード・ディスク・ドライブ(HDD)用です。Oracle Database Applianceには、2つの冗長な2Uフォーム・ファクタのサーバー・ノード(システム・コントローラSC0およびSC1)があります。

各サーバー・ノードは、Oracle Database Applianceシャーシにプラグインし、他とは独立して動作します。あるサーバー・ノード上の障害によって、他のノード上のサービスは中断されません。残存しているノードでは、Oracle Clusterwareのクラスタ・フェイルオーバー・イベントを使用してサービスが中断されるのを阻止します。

冗長なクラスタをサポートするために、各サーバー・ノード・モジュールには、ディスク・ミッドプレーンを介して2つのサーバー・ノード・モジュール間で内部接続されたデュアル・ポートのイーサネット・コントローラが用意されています。この内部接続によって、外部ケーブルが必要なくなります。

各サーバー・ノードは、24のフロント・マウント型ディスクに完全にアクセスできます。シャーシ、ディスク・バックプレーンおよびファンへの電源は完全冗長のAC/DC電源です。電源、ファンおよびディスクは、ホットスワップ可能です。

Oracle Database Applianceでは、オーバーサブスクリプション(O-S)を備えたA249 1200Wの電源を使用します。O-Sを使用すると、電源障害の場合に単一の1200Wの電源で稼働するように特定のOracle Database Applianceを構成できます。


図7-1 Oracle Database Applianceのアーキテクチャ概要

[image: 図7-1の説明が続きます]

「図7-1 Oracle Database Applianceのアーキテクチャ概要」の説明









Oracle Database Applianceのストレージ・デバイスについて

次の各項で、Oracle Appliance Managerユーティリティを使用したストレージ・ディスク管理の実行方法について説明します。

	
ストレージ・ドライブのメンテナンスについて


	
Oracle Database Applianceのストレージ構成について






ストレージ・ドライブのメンテナンスについて

Oracle Database Applianceストレージ・ハードウェアには、両方の操作ファイル(オペレーティング・システム、Oracle Grid Infrastructureホーム、Oracle Databaseホーム、Oracle Appliance Managerユーティリティ、およびその他のツール)、ユーザー・データ(データベース・ファイル)およびREDOログ・ファイル用に統合されたストレージが含まれています。各サーバーの操作ファイルは、ミラー化された500 GBの内部システム・ディスクに格納されています。ユーザー・データは、どちらのサーバーからもアクセスできる共有ストレージ・ベイ内の20台の600 GBディスクに格納されています。データベースREDOログ・ファイルは、共有ストレージ・ベイ内の4台の73 GB SSDに格納されています。

Oracle Database Applianceには、Oracle Appliance Managerストレージ管理ユーティリティが含まれています。Oracle Appliance Managerでは、システム内のすべてのストレージ・デバイスの構成およびレイアウトを追跡します。ストレージ・デバイスに障害がある場合、その障害を検出し、アラートを電子メールで送信します。アラートを受信したら、障害のあるディスクを削除し、置き換えます。Oracle Appliance Managerでディスクが置き換えられたことを検出すると、ディスク・サイズおよびその他の特性(たとえばファームウェア・レベル)を検証し、障害のあるディスク上の表と一致するように新しいディスク上にパーティション表を再構築し、新しいパーティションをミラー化されたボリュームまたはOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループに戻します。

Oracle ASMでは、データおよびログ・ファイルのディスクの冗長性が提供されます。オペレーティング・システムのボリューム・マネージャでは、システム・ディスクのディスクの冗長性が提供されます。

各サーバーのシステム・ディスクはミラー化されるため、単一のシステム・ディスク障害は許可されます。障害のあるシステム・ディスクを置き換える場合、オペレーティング・システムのボリューム・マネージャでは、残りのディスク上のイメージからミラー化されたシステム・ディスクを再構築します。

Oracle ASMは、HDDストレージ上の+DATAと+RECOのディスク・グループ、およびSSDストレージ上の+REDOディスク・グループのすべてのデータ・ファイルおよびログ・ファイルの3方向ミラー化(高冗長性)を提供するように構成されます。ユーザー・データHDDディスクまたはログ・ファイルSSDで障害が発生した場合、Oracle ASMでは欠落したデータを残りのディスク上で再作成することで、高い冗長性を自動的にリストアします。障害のあるディスクが置き換えられると、Oracle ASMでは、新しいディスクにデータを自動的に再分散し、ディスクの入力/出力が最適化されたことを確認します。




	
注意:

NASを除いて、Oracle Database Appliance上で標準データベース・ファイルに対して外部ストレージを構成することはできません。












Oracle Database Applianceのストレージ構成について

次の各項では、Oracle Database Applianceのストレージ構成について説明します。

	
Oracle Database Applianceのマルチパス・ディスク・レイアウト


	
Oracle Database Applianceのディスクへのエクスパンダ接続






Oracle Database Applianceのマルチパス・ディスク・レイアウト

図7-2では、Oracle Database Applianceのマルチパス・ディスク・レイアウトについて説明しています。


図7-2 Oracle Database Applianceのマルチパス・ディスク・レイアウト

[image: 図7-2の説明が続きます]

「図7-2 Oracle Database Applianceのマルチパス・ディスク・レイアウト」の説明









Oracle Database Applianceのディスクへのエクスパンダ接続

ディスクへのエクスパンダの接続性は、次の構造にあります。

	
エクスパンダ1は列1および列2のディスクに接続します。


	
エクスパンダ2は列3および列4のディスクに接続します。







	
注意:

ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトとして計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。つまり、容量600 GBのディスクにはソフトウェア記憶域が545 GBしかありません。
















Oracle Appliance Managerおよびストレージ・デバイス・ステータスについて

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースを使用して、ストレージ・システムの手動のステータス・チェックを実行します。



Oracle Appliance Managerのストレージ・コマンド・リファレンス

OAKCLIコマンドは、パス/opt/oracle/oak/bin/にあります。OAKCLIコマンドは、Oracle Database Applianceのストレージ・デバイスに関するステータス情報を提供します。すべてのOAKCLIコマンドは、ディレクトリ/opt/oracle/oak/log/servername/oakに記録されます。servernameはサーバーの名前(node1またはnode2)です。






権限およびセキュリティ

ストレージ構成を変更するには、rootユーザーですべてのコマンドを実行します。root以外のユーザーでログインしている場合、ストレージ情報を表示できますが、構成を変更できません。






Oracle Appliance Managerのストレージ・コマンドのサマリー


表7-1 Oracle Appliance Managerのストレージ・コマンド・オプション

	オプション	目的
	
oakcli locate[-h] [disk diskname on|off]

	
指定したASMディスクを検索します。

-hはoakcli locateのオプションを出力します。

disk disknameは指定した名前のASMディスクを配置します

onは指定したディスクのLEDをオンにします

offは指定したディスクのLEDをオフにします


	
oakcli show controller

	
コントローラを表示します。


	
oakcli show core_config_key

	
登録済のコア・キーによって定義されているように、アクティブなコアの構成を表示します


	
oakcli show disk

	
ディスクを表示します。


	
oakcli show diskgroup

	
ディスク・グループを表示します。


	
oakcli show expander

	
エクスパンダを表示します。


	
oakcli show -h

	
oakcli showコマンドのオプションを表示します


	
oakcli show storage

	
ストレージ・デバイス・ステータスを表示します


	
oakcli show version -detail

	
アプライアンス上のソフトウェアおよびファームウェアの詳細な出力パッチ・バージョンを提供します。














Oracle Database Applianceの電源オン

次の手順を実行するには、図1-1「Oracle Database Applianceのフロント・パネル」および図1-2「Oracle Database Applianceのバック・パネル」を参照してください。




	
注意:

次の順序で各手順を実行してください。各手順が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。







	
2つのシステム電源コードを、接地された電源コンセントおよびシステムの裏にある電源導入口に接続します。サーバー・ノードのフロント・パネルにあるサービス・プロセッサ(SP)ステータスの緑色のLEDは、Oracle Database Applianceがゆっくり点滅して起動していることを示しています。


	
SPステータスのLEDが、サーバー・ノードの電源がスタンバイ状態であることを示すまで待ちます。

電源がスタンバイ状態のときは、サーバー・ノードのフロント・パネルにあるSPステータスの緑色のLEDが点灯し、ゆっくりした点滅から安定した点灯に変わります。サーバー・ノードのフロント・パネルにある電源/OKの緑色のLEDが点灯し、スタンバイ点滅に変わります。電源コードを挿入してから電源/OKのLEDがスタンバイ点滅に到達するまでにかかる時間は、最大で5分です。電源がスタンバイ状態であるということは、サーバー・ノードのサービス・プロセッサはアクティブであるが、ノードのホストがオフであることを示します。


	
SPステータスのLEDが安定した緑色の状態になったら、各サーバー・ノードのフロント・パネルにある「Power」ボタンを一度押します。オペレーティング・システムが起動するまで待ちます。

Oracle Database Applianceの冷却ファンが起動します。BIOSのロード中、サーバーOKステータスの緑色のLEDが点滅し、オペレーティング・システムが起動すると、ゆっくりした点滅から安定した点灯に変わります。オペレーティング・システムは、ロードするのに約5分かかります。









Oracle ILOMを使用したOracle Database Applianceの管理

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)は、Oracle Database Applianceサーバー上に事前インストールされたシステム管理ファームウェアです。Oracle ILOMによって、サーバー上にインストールされたコンポーネントをアクティブに管理および監視できます。Oracle ILOMでは、Simple Network Management Protocol (SNMP)およびOracle Intelligent Platform Management Interface (Oracle IPMI)のインタフェースに加えて、ブラウザベースのインタフェースおよびコマンドライン・インタフェースも提供されています。




	
注意:

Oracle Database Applianceに付属しているデフォルトのOracle ILOM管理者アカウントはrootで、パスワードはchangemeです。Oracle Database Appliance上のソフトウェア・デプロイメントが完了するまで、デフォルト・パスワードを変更しないでください。デプロイメントが完了する前にパスワードを変更すると、Step 14 RunRootScripts Errorなどの警告が表示され、構成エラーが発生する可能性があります。
デプロイ後は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』に示すように、このパスワードを変更することをお薦めします。

このデフォルトの管理者アカウントがすでに変更されているときに、Oracle ILOMにアクセスする必要がある場合、システム管理者に連絡して、管理者権限を持つOracle ILOMユーザー・アカウントを依頼してください。












	
関連項目:

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)ドキュメント・コレクション。次のURLで入手できます。
http://docs.oracle.com/cd/E19860-01/index.html

















8 Oracle Database Applianceのトラブルシューティング

この章では、Oracle Database Applianceの問題のトラブルシューティング方法に関する情報について説明します。この章は次の項で構成されています:

	
Oracle Database Applianceの診断および検証ツールについて


	
Oracle Database Applianceの検証ツール・コマンド・リファレンス


	
Oracle Database Applianceのシステム・トラブルシューティング


	
Oracle ILOM構成のトラブルシューティング


	
Oracleサポート・サービス用のログ・ファイルの用意


	
Oracleソフトウェアのアンインストールおよびストレージの再初期化






Oracle Database Applianceの診断および検証ツールについて

Oracle Database ApplianceのOAKCLI validateコマンド・オプションは、サポートの問題を解決するための診断および検証機能を提供します。アプライアンスに問題が発生した場合、validateオプションを使用して、環境が適切に構成されていること、およびベスト・プラクティスが有効であることを確認します。サービス・リクエストを送信する場合、この章の説明どおりにOAKCLIも使用して、Oracleサポート・サービスに送信するためのログ・ファイルを用意します。






Oracle Database Applianceの検証ツール・コマンド・リファレンス

この項では、Oracle Database Applianceの検証ツールのリファレンスを示します。



Oracle Database Applianceの検証ツールの概要

コマンドoakcli validateを使用して、Oracle Database Applianceのステータスを検証します。

コマンドは次の構文を使用します。checklistは1回のチェックまたはカンマ区切りリストのチェック、output_file_nameは検証出力ファイルに指定する名前です。


oakcli validate -h 
oakcli validate [-V | -l | -h]
oakcli validate [-v] [-f output_file_name] [-a | -d | -c checklist]






権限およびセキュリティ

oakcli validateコマンドはrootユーザーとして実行する必要があります。






Oracle Database Applianceの検証ツール・オプションのサマリー


表8-1 Oracle Database Applianceの検証ツール・オプション

	オプション	目的
	
-a

	
DiskCalibrationなど、すべてのシステム・チェックを実行します。このコマンドを使用して、デプロイメントの前にシステムの準備状況を検証することをお薦めします。DiskCalibrationシステム・チェックによりパフォーマンスの問題が発生する可能性があるため、実行中のシステム上で、このオプションを使用してoakcli validateを実行しないでください。


	
-c

	
カンマ区切りのチェックのリストを実行します。このコマンドを使用して、特定のチェックまたはチェックのリストを実行します。


	
-d

	
デフォルトのシステム・チェックを実行します。表8-2で説明されているように、デフォルトのシステム・チェックは、DiskCalibration、NetworkComponents、OSDiskStorageおよびSystemComponentsです。


	
-f

	
出力ファイルを作成します。-fフラグの後に、ファイルの名前を指定します。検証コマンドの出力内容は、このファイルに書き込まれます。出力内容をファイルに送信するよう指定しない場合、ページ表示(stdout)に送信されます。


	
-h

	
ヘルプ情報を出力します。


	
-l

	
すべてのシステム・チェック・オプションをリストし、オプションについて説明します。


	
-v

	
詳細出力を行います。


	
-V

	
検証ツール・バージョンを出力します。









表8-2 Oracle Database Applianceのシステム・チェック

	チェック	目的
	
DiskCalibration

	
/opt/oracle/oak/orionを使用したストレージ・ディスクのパフォーマンスのインストール前チェック。

デプロイ済のシステム上でDiskCalibrationコマンドを実行するとパフォーマンスの問題が発生するため、Oracle Database ApplianceにOracleソフトウェアをデプロイした後でこのチェックを実行しないでください。


	
NetworkComponents

	
パブリックおよびプライベートのネットワーク・ハードウェア・コンポーネントを検証します。


	
OSDiskStorage

	
オペレーティング・システム・ディスクおよびファイル・システム情報を検証します。


	
SystemComponents

	
Oracle ILOMセンサー・データの読取りに基づいて、システム・コンポーネントを検証します。












Oracle Database Applianceの検証ツール・コマンドの例

次の項ではすべての検証コマンド・オプションとその説明を示します。


$ ./oakcli validate -l


すべてのシステム・チェックを実行します。


$ ./oakcli validate -a


ディスク測定のシステム・チェックを実行します。


$ ./oakcli validate -c DiskCalibration


ハードウェア・システム・コンポーネントおよびネットワーク・コンポーネントを検証するシステム・チェックを実行します。


$ ./oakcli validate -c SystemComponents,NetworkComponents








Oracle Database Applianceのシステム・トラブルシューティング

Oracle Database Applianceの構成中にエラーが発生した場合、次のメッセージおよび処置を確認してください。



	Error Encountered in Step 11 Validation VIP appears to be up on the network 
	
原因: このメッセージが表示される可能性が高いのは、前のデプロイをクリーンアップせずにエンドユーザー・バンドルを再デプロイしようとする場合です。このエラーが発生するのは、アプライアンスに割り当てられたアドレスに既存のVIPが構成されていることが原因です。


	
処置: 両方のクラスタ・ノードでcleanupDeploy.plを実行してから、Oracle Appliance Managerを再起動します。











	Error: CRS-4402: The CSS daemon was started in exclusive mode but found an active CSS daemon on node oda2-1, number 1, and is terminating 
	
原因: このエラーが発生するのは、Oracle Grid Infrastructure CSSデーモンがノードをスタンドアロン・クラスタ・ノードとして開始しようとしたが、起動時に他のクラスタ・ノードが実行されていることを検出し、クラスタに結合するためにクラスタ・モードに変更しようとした場合です。


	
処置: このエラーは無視してください。











	インストールにはハード・ドライブのパーティション化が必要です。 
	
原因: このメッセージは、2つのオペレーティング・システム・ディスクのうち1つがインストールされていないが、オペレーティング・システムを再イメージしようとしている場合に、ノード上で発生します。


	
処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクがインストールされ、使用可能であることを確認します。











	マシン・チェック例外 ...これはソフトウェアの問題ではありません。 
	
原因: ハードウェア・システム・エラーがあります。


	
処置: Oracle ILOMリモート・コンソールにログインし、ハードウェア・エラーを特定します。











	ボリューム・コントロールのGStreamerプラグインおよび/またはデバイスが見つかりません。 
	
原因: Oracle ILOMリモート・リダイレクション・コンソールのサウンド・カードに必要なオペレーティング・システムのプラグインがインストールされていません。


	
処置: このメッセージは無視してください。コンソールのボリューム・コントロールは必要ありません。











	再起動して適切なブート・デバイスを選択するか、選択したブート・デバイスにブート・メディアを挿入してキーを押してください。 
	
原因: 1つまたは両方のオペレーティング・システム・ディスクが使用できません。このメッセージは、システムの再イメージ中に「デフォルトのハード・ディスク」を選択したが、そのディスクが使用できない場合に発生します。


	
処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクがインストールされ、使用可能であることを確認します。











	そのディレクトリのAoDB Linuxインストール・ツリーは、ご使用のブート・メディアに一致していない可能性があります。 
	
原因: このメッセージは、両方のオペレーティング・ディスクがインストールされ、オペレーティング・システム・ディスクを再イメージするよう選択した場合に、ノード上で発生します。「デフォルト(BIOS設定を使用)」をイメージ化オプションに選択しているが、1つまたは両方のディスクが使用できない場合に発生します。


	
処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクが使用可能であることを確認します。











	ERROR: Gateway IP is not pingable 
	
原因: Windowsプラットフォームでは、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータはポート7でエコー・サービスを使用してゲートウェイに接続します。エコー・サービスが無効である場合、おそらくセキュリティ上の理由により、pingが失敗します。


	
処置: ネイティブ・プラットフォームのpingコマンドを実行します。pingが成功した場合、コンフィギュレータの検証出力は無視できます。











	ACFS Resources Failed to Start After Applying 2.2 Infra Patch 
	
原因: Oracle Database Applianceオペレーティング・システムのアップグレードには、Oracle Enterprise LinuxのOracle Unbreakable Enterprise Kernel (Oracle UEK)へのアップグレードが含まれます。Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (ACFS)はOracle Linuxのすべてのバージョンでサポートされているわけではないため、オペレーティング・システムのアップグレードが成功すると、Oracle ACFSが事実上無効になる可能性があります。
Oracle Database Appliance 2.2へのアップグレードには、—infra、—giおよび—databaseという3つのオプションがあります。—infraオプションには、Oracle Enterprise LinuxからOracle UEKへのアップグレードが含まれます。—infraで2.2にアップグレードする前、オペレーティング・システムは11.2.0.2.x Grid Infrastructureを備えたOracle Enterprise Linuxです。—infraでのアップグレード後、オペレーティング・システムは、Oracle UEK、およびOracle UEKと互換性のない11.2.0.2.x ACFSです。

たとえば、Oracle Linux 2.6.32-300.11.1.el5uekにアップグレードすると、reco.acfsvol.acfsおよびora.registry.acfsが一時的にOFFLINE状態になります。これは、2.6.32-300.11.1.el5uekがOracle 11.2.0.2.x ACFSをサポートしていないためです。ただし、Oracle Grid Infrastructureを11.2.0.3.2にアップグレードすると、これらのコンポーネントは再度オンラインになります。




	
処置: —giオプションを使用してOracle Database Appliance 2.2にアップグレードします。このバージョンのソフトウェアには、Oracle UEKと連携して動作するOracle ACFSモジュールが含まれるOracle Grid Infrastructure 11.2.0.3.2が含まれます。
詳細は、My Oracle Supportのノート1369107.1を参照してください。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1369107.1















Oracle ILOM構成のトラブルシューティング

この項では、インストール中に発生する可能性があるOracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)のトラブルシューティング問題について説明します。



Oracle ILOMの一般的なトラブルシューティングのガイドライン

Oracle ILOMの構成でエラーが発生した場合、次のタスクを最初に実行してください。

	
必要なJDKバージョンがサーバーにインストールされていることを確認します。jdk-6u24-linux-i586.rpmなどの32ビットJDKが必要です。JDKをダウンロードするには、次の場所にアクセスしてください。http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html.


	
環境をチェックして、リモート・コンソールが起動できるように、必要なJavaアプリケション(たとえば、Java Web Start、javaws)がインストールされていることを確認します。









Oracle ILOMのエラー・メッセージおよび処置

次に、Oracle Integrated Lights Out Managerリモート・コンソールの使用時に発生するメッセージを示します。



	CD-ROMイメージをリダイレクトできません。 
	
原因: リモート・コンソールにログインしようとすると、「CD-ROMイメージのリダイレクションは、ご使用のクライアントOSでサポートされていません」というエラー・メッセージを示した、「CD-ROMイメージをリダイレクトできません」というタイトルのメッセージ・ウィンドウが表示されます。このエラーは、リモート・コンソールに必要なJava Development Kit (JDK)がインストールされていない場合に発生します。CD-ROMのリダイレクションには、32ビットJDKが必要です。リモート・コンソールは、32ビットJDKおよび64ビットJDKの両方で動作します。


	
処置: 使用しているリモート・コンソールのバージョンに必要なJDKキットをインストールします。JDKをダウンロードするには、次のURLにアクセスしてください。
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html.













	Class fault.memory.intel.dimm_ueエラー 
	
原因: ノードがオフラインであるためOracle ILOMリモート・コンソールを開くと、class fault.memory.intel.dimmエラーが発生します。このエラーは、デュアル・インライン・メモリー・モジュール(DIMM)が失敗していることを示しています。


	
処置: 失敗したDIMMを置き換える方法に関する手順は、『Oracle Database Applianceサービス・マニュアル』のメモリー・モジュール(DIMM)の提供に関する項を参照してください。











	システム概要でシステム・ステータスが失敗しました。 
	
原因: システム・エラーが発生しました。


	
処置: 「View」をクリックして、システム・エラーの詳細を確認します。











	再起動して適切なブート・デバイスを選択してください。 
	
原因: システムをリセットして、システム起動ファイルを読み込む必要があります。


	
処置: 次のIPMIツール・コマンドを入力して、システムをリセットします。servernameはシステムの名前です。

ipmitool -U root -P changeme -H servername chassis power off
ipmitool -U root -P changeme -H servername chassis power on













	JNLPファイルであるjnipgenerator-16を開くよう選択しています。 
	
原因: リモート・コンソールを開くのに必要なアプリケーションが、システムにインストールされていません。リモート・コンソールを起動すると、このメッセージが表示されます。「OK」をクリックして、デフォルトのブラウザで開くと、Javaコンソールのソース・コードが表示されます。


	
処置: リモート・コンソール・インタフェースが起動できるように、欠落したJavaアプリケション(たとえばjavaws)をインストールします。















Oracleサポート・サービス用のログ・ファイルの用意

システム・フォルトが発生した場合、ディレクトリ/opt/oracle/oak/bin内のコマンドoakcli manage diagcollectを使用して、Oracle Database Applianceからログ・ファイル情報を収集します。このコマンドではApplianceに格納されたログ・ファイル情報が収集され、Oracleサポート・サービスに送信可能な単一のログ・ファイルに情報がパッケージ化されます。ファイルの場所は、コマンド出力で指定されます。






Oracleソフトウェアのアンインストールおよびストレージの再初期化

Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Real Application Clusters (Oracle RAC)をアンインストールする必要がある場合、Oracle Appliance ManagerユーティリティcleanupDeploy.plを使用して、アンインストールを実行します。




	
注意:

このコマンドを実行すると、ストレージが再初期化され、既存のデータは破棄されます。







Oracleソフトウェアをアンインストールするには、次の手順を実行します。

	
rootとしてログインします。


	
ディレクトリを/opt/oracle/oak/onecmdに変更します。


	
コマンドcleanupDeploy.plを実行します。次に例を示します。


# ./cleanupDeploy.pl












A Oracle Database Applianceの参照情報

この付録では、Oracle Database Applianceに関する参照情報について説明します。項目は次のとおりです。

	
ハードウェア容量の仕様


	
ソフトウェア構成のデフォルト


	
Oracle Appliance ManagerのGridInst.plツール・コマンド


	
システム要件の手動チェックの実行






ハードウェア容量の仕様


表A-1 Oracle Database Applianceのシステム仕様

	項目	値
	
CPU

	
サーバー・ノード(システム・コントローラ)ごとに2つの6コア型3.06 GHz CPU


	
ホスト・バス・アダプタ(HBA)

	
サーバー・ノード(システム・コントローラ)ごとに2つのHBA


	
ネットワーク・インタフェース

	
	
プライベート・インターコネクトの場合、2つの内部1 GBイーサネット(GbE)ポート(eth0、eth1)。システムで事前構成および固定されています。


	
サーバー・ノードごとに6つの1 GBイーサネット(GbE) PCIeポート:

* 外部クライアント・アクセス(パブリック)ネットワークの場合、2つの1-GbEポート(bond0として構成されたeth2およびeth3)。必須。

* ネットワーク・アクセスの場合、4つの1-GbEクアッド・ポートNIC (bond1として構成されたeth4およびeth5、bond2として構成されたeth6およびeth7)。オプション。


	
外部クライアント・アクセス(パブリック)ネットワークの場合、各サーバー・ノードに対して2つの10 GbE PCIeポート(xbond0として構成されたeth8およびeth9)。オプション。バックアップ・ネットワークがあるときにバックアップ用としてxbond0を使用する場合、この接続は、すべてのユーザーがアクセスできるわけではないためパブリックではありません。


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)ソフトウェアへの接続の場合、1つのイーサネット・ポート(NET MGT)。


	
端末またはターミナル・エミュレータを使用したローカルILOMインタフェースの場合、1つのシリアル管理ポート(SER MGT)。





	
ネットワーク帯域幅(外部)

	
6つの1 GBインタフェースおよび2つの10 GBインタフェース


	
ネットワーク帯域幅(内部)

	
サーバー・ノードごとに2つの1 GBインタフェース。


	
ストレージHDD (オペレーティング・システム)

	
サーバー・ノードごとに2台の500 GB内部ディスク(ミラー化)


	
ストレージSDD (+REDO)

	
4台の73 GB SSD


	
ストレージHDD (+DATA、+RECO)

	
20台の600 GB SASディスク


	
メモリー

	
サーバー・ノードごとに96 GBメモリー












ソフトウェア構成のデフォルト

この項には、次の表が記載されています。

	
表A-2「Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス」


	
表A-3「Oracle Database Applianceのディスク・グループおよびストレージ情報」


	
表A-4「Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成」


	
表A-5「Oracle Database Applianceのシステム構成」





表A-2 Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

	項目	値
	
Gridホーム

	
/u01/app/11.2.0.3/grid


	
Gridベース

	
/u01/app/grid


	
Oracleホーム

	
/u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1


	
Oracleベース

	
/u01/app/oracle


	
Oracleインベントリ

	
/u01/app/oraInventory









表A-3 Oracle Database Applianceのディスク・グループおよびストレージ情報

	項目	値
	
ASMディスク・グループ + DATAサイズ

	
1.6 TB (高い冗長性)または3.2 TB (バックアップ用外部ストレージを使用した高い冗長性)


	
ASMディスク・グループ + RECOサイズ

	
2.127 TB (高い冗長性)または0.526 TB (バックアップ用外部ストレージを使用した高い冗長性)


	
ASMディスク・グループ + REDOサイズ

	
91.155 GB (高い冗長性)


	
Dataディスク名

	
HDD_Ex_Sxx_wwidp1、Sxxは範囲S00-S19です


	
Recoディスク名

	
HDD_Ex_Sxx_wwidp2、Sxxは範囲S00-S19です


	
Redoディスク名

	
SSD_Ex_Sxx_wwidp1、Sxxは範囲S20-S23です


	
Oracle ACFS (cloudfs)

	
/dev/asm/acfsvol


	
物理ボリューム名

	
/dev/md1


	
物理ボリューム・サイズ

	
465.66 GB


	
物理エクステント・サイズ

	
32768 (32 MB)


	
ボリューム・グループ名

	
VolGroupSys


	
ボリューム・グループ形式

	
lvm2


	
ボリューム・グループ・サイズ

	
465.66 GB


	
論理ボリューム名(Opt)

	
/dev/VolGroupSys/LogVolOpt


	
論理ボリューム・サイズ(Opt)

	
30.00 GB


	
ブロック・デバイス(Opt)

	
253:1


	
論理ボリューム名(root)

	
/dev/VolGroupSys/LogVolRoot


	
論理ボリューム・サイズ(root)

	
30.00 GB


	
ブロック・デバイス(root)

	
253:0


	
論理ボリューム名(Swap)

	
/dev/VolGroupSys/LogVolRoot


	
論理ボリューム・サイズ(Swap)

	
30.00 GB


	
ブロック・デバイス(Swap)

	
253:3


	
データベース・ブロック・サイズの標準構成

	
8192 KB (4096-32768からのカスタム・インストールで定義可能)









表A-4 Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成

	項目	値
	
Oracle Grid Infrastructureインストール所有者

	
grid、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)、UID 1000


	
Oracle Databaseインストール所有者

	
oracle、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)、UID 1001


	
Oracle Databaseシステム管理者

	
sys、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)


	
Oracle Database汎用管理者

	
system、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)


	
Oracleインベントリのシステム権限グループ

	
oinstall、GID 1001


	
Oracle ASM管理者のシステム権限

	
asmadmin、GID 1006


	
Oracle ASMユーザーのシステム権限

	
asmdba、GID 1004


	
Oracle ASMオペレータのシステム権限

	
asmoper、GID 1005


	
Oracle Database管理者のシステム権限

	
dba、GID 1002


	
Oracle Databaseオペレータのシステム権限

	
racoper、GID 1003









表A-5 Oracle Database Applianceのシステム構成

	項目	値
	
Red Hat Compatible Kernelを使用したOracle Linux

	
Oracle Linux 5.8 UEK


	
Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Databaseバージョン(初期リリース)

	
	
リリース2.1: PSU3およびパッチ12639177 (ASM)、12914151 (Grid Infrastructure PSU3上のMLR)、12419331 (Database PSU3)が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)


	
リリース2.1.0.3: PSU5が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)


	
リリース2.1.0.3: PSU7が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)


	
リリース2.2: PSU2が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)


	
リリース2.3: PSU3が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)





	
SCANポート番号

	
1521


	
Oracle Enterprise Edition DBコントロール・ポート

	
1158

https://hostname:1158/emを使用します。hostnameは、Oracle Database Applianceサーバー・ノードの1つの名前です。












Oracle Appliance ManagerのGridInst.plツール・コマンド

この項では、Oracle Appliance Managerのコマンドライン・ツールGridInst.plについて説明します。



目的

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceハードウェア、オペレーティング・システム・ソフトウェア、Oracle Grid Infrastructureソフトウェア、およびOracle Databaseソフトウェアに対して、システム検証およびパッチ適用を行います。

Oracle Appliance Managerが特定のステップで失敗した場合、GridInst.plを-rオプションで実行し、Oracle Appliance Managerで失敗としてレポートされたステップを指定することによって、インストールを完了できます。

たとえば、Oracle Appliance Managerでステップ12の失敗がレポートされた場合、次のコマンドを実行します。


GridInst.pl -r 12-24






構文

GridInst.pl [-d] [-h] [-n] [-l] [-s number] [-r number-number] [-v]






オプション


表A-6 GridInst.plのコマンド・オプション

	コマンド・フラグ	説明
	
-d

	
デバッグ。このコマンド引数を入力すると、ステップでのコマンドの実行を続行するには、Yを入力するよう求められます。


	
-h

	
ヘルプ。コマンド構文で提供されます。このコマンド引数によって、他の引数がオーバーライドされます。


	
-n

	
エラーを無視します。このコマンドによって、発生するエラーが無視されます。


	
-l

	
GridInst.plコマンドが実行できるすべての構成ステップをリストします。


	
-s number

	
コマンドのステップ番号を実行します。例: GridInst.pl -s 5の場合、ステップ5を実行します。


	
-r number_a-number_b

	
指定した最初のステップから、指定した最後のステップまで、コマンドを実行します。エラーがない場合、一時停止することなく順番に各ステップを実行します。例: GridInst.pl -r 5-10の場合、ステップ5から10までを順番に実行します。


	
-v

	
GridInst.plコマンドのバージョン番号を表示します。












例


./GridInst.pl -l
./GridInst.pl -s 0
./GridInst.pl -r 1-19
./GridInst.pl -r 1-19 -d








システム要件の手動チェックの実行

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータを使用しない場合、次のチェックリストを使用して、構成を手動で確認します。

	
システム詳細のチェックリスト


	
カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト


	
システム管理構成のチェックリスト


	
ストレージ構成のチェックリスト






システム詳細のチェックリスト

次の表に、システム情報を示します。


表A-7 システム詳細構成のチェックリスト

	値	システム情報	説明
	
	
システム名

	
Oracle Database Applianceで実行しているクラスタの名前を指定します。この名前は、Oracle Database Applianceネットワーク・アドレスのデフォルトのルート・ワードとしても使用されます。この名前は、RFC-952標準に記載されているホスト名の仕様に準拠している必要があります。たとえば、この名前は英数字の名前である必要があり、数字で始めることはできません。


	
	
リージョン

	
Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のリージョンを選択します。


	
	
タイム・ゾーン

	
Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のタイム・ゾーンを選択します。


	
	
データベース・デプロイメント

	
操作するデプロイメント・オプションのタイプを次から選択します。

	
Oracle Database Enterprise Edition (EE)


	
Oracle RAC One Node


	
Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)














	
注意:

13文字を超えるhost nameは使用しないでください。host nameの長さ合計は15文字までですが、Oracle Appliance Managerでは指定したhost nameに-cという2文字が追加されます。また、host nameにはすべて小文字を使用することをお薦めします。












カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

デフォルトで、ネットワーク・インタフェースの名前は、インストール中に指定したOracle Database Applianceのシステム名から導出されます。また、デフォルトで、パブリックIPアドレス用のアドレスは、ノード1 (システム・コントローラ0)のパブリックIPアドレスに指定したアドレスから順に割り当てられます。

構成に指定する名前とアドレスがドメイン・ネーム・サーバー(DNS)で構成されていることを確認してください。DNSが使用不可能であっても、1つ以上のパッチセットとともに、指定したアドレスは、IPの名前およびアドレスの解決を提供するために/etc/hostsファイルで構成されます。

SCANの機能を使用できるようにするためにDNSを使用することをお薦めします。SCANの詳細は、「ネットワーク管理構成のチェックリスト」を参照してください。DNSを使用しないでデプロイするが、後でDNSを作成し、SCANを追加する場合、『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』で説明されているように追加のVIPアドレスを指定する必要があります。

カスタム構成を実行し、IPアドレスを自分で選択するには、表A-9を使用して、Oracle Database Applianceシステムの必須アドレスのネットワーク・アドレスを構成するのに役立てます。次のノード・アドレスの完全修飾ドメイン名(完全名およびIPアドレス)を取得します。




	
注意:

正しく構成されたOracle Database Applianceでは、ノードに対して同じサブネット上で少なくとも6つのパブリック・アドレスが必要です。つまり、各ノードのパブリックおよび仮想のIP名とアドレス、およびクラスタの単一クライアント・アクセス名(SCAN)に解決される2つのアドレスが必要です。
すべての名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC-952標準に準拠している必要があります。










表A-8 ネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

	チェック	必須情報	デフォルト値	カスタム値(該当する場合)
	
	
ドメイン名

	
なし

	

	
	
DNSサーバー(1次、2次、3次)

	
なし。

	

	
	
サブネット

Oracle Database Applianceに割り当てられたすべてのネットワーク・アドレスは、同じサブネット上にある必要があります

	
デフォルトで、ノード1 (システム・コントローラ0)のパブリックIPアドレス用のIPアドレスを入力した場合、Oracle Database Applianceのその他のIPアドレスは、ノード1のパブリック・アドレス、ノード2のパブリック・アドレス、ノード1のVIPアドレス、ノード2のVIPアドレス、SCANアドレスの順序で入力されます。

	

	
	
ノード1のOracle ILOM SPホスト名(オプション)

	
systemname1-ilom

	

	
	
ノード2のOracle ILOM SPホスト名(オプション)

	
systemname2-ilom

	

	
	
単一クライアント・アクセス名(SCAN)

SCANは、クラスタに使用される仮想IP名です。DNSでSCANを構成し、ランダムに2つのIPアドレスに解決します。

	
systemname-scan

	

	
	
ノード1 (システム・コントローラ0)のパブリックIPアドレス

	
systemname1

	

	
	
ノード1 (システム・コントローラ0)の仮想IPパブリックIPアドレス

	
systemname1-vip

	

	
	
ノード2 (システム・コントローラ1)のパブリックIPアドレス

	
systemname2

	

	
	
ノード2 (システム・コントローラ1)の仮想IPパブリックIPアドレス

	
systemname2-vip

	

	
	
ネットマスク

	
255.255.252.0

	

	
	
ゲートウェイ

	
なし

	







各ノードにパブリック・インタフェース用のIPアドレスを指定します。このインタフェースはbond0 (eth2とeth3のボンド)で、ノードのホストIPアドレスに使用されます。

カスタム・インストールを選択した場合、次のオプションのインタフェースに名前およびアドレスを指定できます。

	
bond1 (1 GBのネットワーク・イーサネット・ボンド)


	
bond2 (1 GBのネットワーク・イーサネット・ボンド)


	
xbond0 (バックアップなど、10 GBの大容量の転送)




bond1およびbond2を、管理、バックアップ、障害時リカバリまたはネットワーク・インタフェースを必要とするその他のオプションに使用します。各インタフェースのネットマスクおよびゲートウェイを指定する準備をします。






システム管理構成のチェックリスト

次の情報があることを確認します。


表A-9 システム構成情報のチェックリスト

	チェック	必須情報	値
	
	
Oracle Database Applianceのサーバー名

	

	
	
Oracle Database Applianceのサーバー・ドメイン名

	

	
	
パブリック・ゲートウェイ・アドレス

	

	
	
ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)アドレス

	

	
	
ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サーバー・アドレス

	

	
	
サブネット・マスク

	

	
	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)ローカル・シリアル・コンソール

	

	
	
ノード1 (システム・コントローラ0)のOracle ILOMが割り当てられたサーバーのSPアドレス

	

	
	
ノード2 (システム・コントローラ1)のOracle ILOMが割り当てられたサーバーのSPアドレス

	

	
	
ノード1 (システム・コントローラ0)に構成されたOracle ILOMホスト名

	

	
	
ノード2 (システム・コントローラ1)に構成されたOracle ILOMホスト名

	

	
	
ネットワーク・ケーブルはすべてのIPアドレス・ポートに接続されています(図1-2を参照)

	
	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、パブリック・ネットワーク・アクセスの2つの1 GBイーサネット(GbE)ポート(bond0として構成されたeth2およびeth3)


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、パブリック・ネットワーク・アクセスの2つの1 GbEポート(bond1として構成されたeth4およびeth5)


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、パブリック・ネットワーク・アクセスの2つの1 GbEポート(bond2として構成されたeth6およびeth7)


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、10 GbEインフラストラクチャ(オプション)のパブリック・ネットワーク・アクセスの2つの光ファイバー10 GbEポート(xbond0として構成されたeth8およびeth9)


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、Oracle ILOMソフトウェア(オプション)への接続の1つのイーサネット・ポート(NET MGT)


	
端末またはターミナル・エミュレータに接続された、ローカルOracle ILOMインタフェースの1つのシリアル管理ポート(SER MGT)













Your Oracle Database Applianceシステム管理者に対する質問

	
各サーバーのローカル・システム時間が同期されるように、各サーバーにネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サービスが構成されていますか。

NTPサーバーがあり、NTPを使用してノード間の時刻を同期化する場合、サーバーのアドレスを指定する準備をしてください。それ以外の場合は、Oracle Grid Infrastructureソフトウェアが、クラスタ時刻同期化サービス(CTSS)を使用して、ノード間の時刻の同期化を行います。


	
パブリックIPアドレスのケーブルは、クラスタの単一点障害を回避するために、冗長なスイッチに差し込まれていますか。


	
Oracle Database Applianceには、どのルート・パスワードを使用する必要がありますか。ルート・パスワードは、ご使用のシステムのセキュリティ要件に従う必要があります。











ストレージ構成のチェックリスト

ストレージ管理は、Oracle Database Applianceに統合されています。追加のストレージ構成は必要ありません。

Oracle Database Applianceには、両方の操作ファイル(オペレーティング・システム、Oracle Grid Infrastructureホーム、Oracle Databaseホーム、ツール)、ユーザー・データ(データベース・ファイル)およびログ・ファイル(データベースREDOログ)用に統合されたストレージが含まれています。操作ファイルは、各サーバー内のミラー化された500 GBの内部システム・ディスクに格納されています。データは、共有ストレージ・ベイ内の20台の600 GBディスクに格納されており、いずれかのサーバーにアクセスできます。データベースREDOログ・ファイルは、共有ストレージ・ベイ内の4台の73 GBソリッド・ステート・ドライブ(SSD)に格納されています。




	
注意:

ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトとして計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。つまり、容量600 GBのディスクにはソフトウェア記憶域が545 GBしかありません。

















B コア数およびPay-As-You-Grow (システム規模に応じた支払い)

この付録では、Oracle Database Applianceのコア数に関するトピックとpay-as-you-grow機能について説明します。この付録では、次の項目について説明します。

	
CPUおよびコア数の理解


	
CPUコア数の変更に関するルールおよび制限


	
CPUコア数の変更






CPUおよびコア数の理解

Oracle Database Applianceには、2台のサーバーがあります。各サーバーには2つのCPUが含まれ、各CPUにはハイパー・スレッドに対応した6つのコアがあります。デフォルトでは、Oracle Appliance Managerを構成する場合、24のコア(サーバーごとに2つの6コア型CPU)がすべて有効で、ハイパー・スレッドに対応しています。

Oracle Database Applianceのライセンスは、システム上にあるライセンス保有コアの数によって決まります。pay-as-you-growライセンス機能を使用すると、システム・リソースのニーズの変化に応じてCPUのコア数を変更できます。

ライセンス保有コアの数は、アプリケーションに現在必要なレベルまで減らすことができます。後でアプリケーションの能力を高めることが必要になったら、コアの数を増やすことができます。ライセンス保有コアの数を変更するには、コア・キーを取得して適用し、表B-1のオプションの1つを構成します。


表B-1 Oracle Database ApplianceのCPU、サーバー・ノードおよびアプライアンス別のコア数

	CPUコア数	各ノードのライセンス保有コア数(ハイパー・スレッドあり)	アプライアンスのアクティブなコア
	
1

	
2

	
4


	
2

	
4

	
8


	
3

	
6

	
12


	
4

	
8

	
16


	
5

	
10

	
20


	
6

	
12

	
24








アプリケーションのパフォーマンス要件を確認した後、システムの初期コア数を必要なレベルまで減らし、要件の増加に応じて増やすことができます。






CPUコア数の変更に関するルールおよび制限

CPUコア数を変更する前に、次のルールおよび制限を確認してください。

	
アクティブなハイパー・スレッド・コアの必要数に応じてキーを取得します。サーバーごとに2、4、6、8、10または12を選択する必要があります。




	
CPUコア数をより少ないアクティブなコア数に変更した後は、CPUコア数を増やすことのみ可能です。

たとえば、サーバー・ノードごとにCPUコア数を6に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を8、10または12に変更できます。その後、CPUコア数を8に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を10または12に変更できます。


	
コア・キーを変更するには、ハードウェアのサポートID (SI)が必要です。


	
1つのSIに複数の製品を設定できますが、コア・キーの生成はOracle Database Applianceごとに一意であり、そのアプライアンスのシリアル番号に登録されます。


	
サーバー・ノードごとに12のCPUコアが必要な場合は、コア数を変更しないでください。デフォルト構成を使用してください。必要以上のリソースがある場合は、その時点でコア数を減らすことができます。




	
注意:

CPUコア数を12に変更する手順に従った場合、CPUコア数を減らすことはできません。エラーが即時発生した場合は、エラーの修正に関するサポートを受けるためにOracleサポート・サービスに連絡してください。










	
関連項目:

コア・ライセンスの詳細は『Oracle Database Applianceライセンス情報』を参照















CPUコア数の変更




	
注意:

初期デプロイ後にコア数を変更すると、両方のサーバーが再起動します。初期デプロイ後、ユーザーの停止時間を短縮するために、コア数をより適切な数に変更してください。







CPUコア数を変更するには、次の手順に従います。

	
次の情報を収集します。

	
サポートID (SI)


	
Oracle Database Applianceシリアル番号


	
構成するコア数値





	
My Oracle Supportにログインします。


https://myoraclesupport.com


	
「Settings」タブをクリックし、メニューから「Assets」を選択します。


	
アセット・リスト内のアプライアンスのシリアル番号を検索します。

シリアル番号が見つからない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。


	
アプライアンスのシリアル番号を選択します。


	
使用可能なアクションから、「Manage Key...」を選択します。


	
「Manage Cores Configuration Key」ダイアログ・ボックスで、アプライアンスのシリアル番号を表示できます。キーが以前に生成されていた場合、現在の構成を表示できます。

	
「Cores Per Server」リストで、必要なサーバーごとにアクティブなCPUコアの数を選択します。選択した値は、アプライアンス上の両方のサーバーに適用されます。

最初は、2、4、6、8、10または12から選択できます。

それ以降は、現在の数より大きい数のみ選択できます。


	
「Generate Key」をクリックして、キーを生成します。


	
「Copy Key to Clipboard」をクリックして、キーをクリップボードにコピーします。





	
キーを空のテキスト・ファイルに貼り付けて、そのファイルをOracle Database Appliance上の場所に保存します。


	
Oracle Database Applianceサーバー・ノードの1つにrootとしてログオンします。


	
注意: このステップのコマンドを使用すると、両方のOracle Database Applianceサーバー・ノードが再起動し、再構成が完了します。

次のコマンドを実行します。key_file_locationは、ステップ8で作成したテキスト・ファイルのフルパス名です。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_config_key key_file_location


次に例を示します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_config_key /home/myfile.txt




システムの再起動後、Oracle Database Applianceは再構成され、両方のサーバーは指定したCPUコア数で実行されます。




	
注意:

CPUコア数の変更の手順も、『Oracle Database Applianceライセンス情報』を参照してください。










	
関連項目:

コア数を変更するためのキーのリクエストの詳細は次のURLから入手できるMy Oracle Supportのノート1447093.1「Oracle Database Appliance - Generating a Key via MOS to change your CORE Count」を参照:
https://myoraclesupport.com

















C Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定

この付録では、データベースのサイズ設定および他の構成オプションについて説明します。この付録では、次の項目について説明します。

	
インスタンス・ケージングを使用した統合のテンプレートの使用


	
Oracle Database Applianceのインスタンス・ケージングの有効化


	
データベース・クラスの選択方法


	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)のデータベース・クラス


	
例1: データベース・サイズ・オプションの選択


	
例2: データベース・サイズ・オプションの選択






インスタンス・ケージングを使用した統合のテンプレートの使用

Oracle Database Applianceを使用して複数のデータベースを統合できます。Oracle Databaseには、複数のデータベース・インスタンスを実行する複数CPUサーバーでCPU割当てを管理する方法が用意されています。この方法はインスタンス・ケージングと呼ばれます。インスタンス・ケージングとOracle Database Resource Manager (リソース・マネージャ)は、複数インスタンス間で必要なサービス・レベルをサポートします。統合により、アイドル・リソースを最小限に抑え、効率を最大限に高め、コストを下げることができます。

Oracle Database Applianceテンプレートはデフォルトでは、特定のコア数で実行されるよう設計されています。インスタンス・ケージングおよびOracle Database Applianceを使用して、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに応じて事前にチューニングされたOracle Database Applianceテンプレートを使用してOracle Database Applianceで複数のデータベースをデプロイできます。また、計画的な成長に応じて追加の容量を提供するデータベース・テンプレート・サイズを選択することもできます。




	
注意:

Oracle Database Applianceテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。
Oracle Database Appliance上にデータベースを作成するには、Oracle Appliance ManagerまたはDatabase Configuration Assistant (DBCA)のいずれかを使用できます。テンプレートは両方のユーティリティで使用できます。












	
ヒント:

Oracle Appliance Managerグラフィカル・ユーザー・インタフェースは、データベースのクラスとしてデータベースのサイズ設定テンプレートを参照します。







次の表に、各データベース・クラスに事前設定されているコアの使用状況を示します。


表C-1 Oracle Database Applianceデータベース・テンプレートのサイズに関して事前設定されているコア設定

	テンプレート	サーバーのアクティブなコア(各サーバーごと)	アプライアンスのアクティブなコアの合計	CPU_COUNT値(各インスタンスごと)	SGA	PGA	プロセス	ログ・バッファ	REDOログのサイズ
	
非常に小規模

	
2

	
4

	
4

	
4096-8192 MB

	
2048-4096 MB

	
200

	
16 MB

	
1GB


	
小

	
2

	
4

	
4

	
8192-16384 MB

	
4096-8192 MB

	
400

	
16 MB

	
1GB


	
中

	
4

	
8

	
8

	
16384-24576 MB

	
8192-12288 MB

	
800

	
32 MB

	
2GB


	
大

	
6

	
12

	
12

	
24576-49152 MB

	
12288-24576 MB

	
1200

	
64 MB

	
4GB


	
非常に大規模

	
12

	
24

	
12

	
49152 MB以上

	
24576 MB以上

	
2400

	
64 MB

	
4GB








予想されるワークロードに適したテンプレートを選択します。または、データベースで予想される成長に適したテンプレートを選択します。




	
注意:

ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトとして計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。つまり、容量600 GBのディスクにはソフトウェア記憶域が545 GBしかありません。












Oracle Database Applianceのインスタンス・ケージングの有効化

デフォルトでは、Oracle Database Applianceインスタンス・ケージングは有効ではありません。インスタンス・ケージングを有効にするには、データベース間のコア・リソースを割り当てるように、Oracle Database Appliance上の各データベースにRESOURCE_MANAGER_PLAN初期化パラメータを設定することで、Oracle Database Resource Managerを有効にします。リソース・マネージャのパラメータは、現行のインスタンスに使用するプランを識別するトップ・プランを指定します。このパラメータでプランを指定しない場合、リソース・マネージャは有効になりません。

Oracle Database Appliance上で、各データベースに対して選択したOracle Database Applianceデータベース・テンプレートのサイズに従って、コア・リソースのインスタンス・ケージング割当てが有効になります。CPU_COUNT初期化パラメータは、テンプレートに設定されます。統合する各データベースのサイズと一致するCPU_COUNT設定を使用して、インスタンス・ケージングを構成するための標準の指示に従います。




	
関連項目:

インスタンス・ケージングの有効化および構成の詳細は『Oracle Database管理者ガイド』を参照












データベース・クラスの選択方法

Oracle Database Appliance内のリソースは有限です。どのデータベース・クラスを使用するかを決定する際に、これらの有限なリソースをアプリケーションがどのように使用するかを決定します。

	
ストレージ - データベース・サイズ


	
ワークロード — CPU、メモリー、およびストレージ・パフォーマンス(IOPS/MBPS)







	
注意:

このドキュメントに示されているデータベースのサイズ設定の例はガイドラインとしてのみ使用してください。実際に達成するパフォーマンスは他の要素に依存する可能性があります。デプロイ後にシステムのパフォーマンスをテストし、パフォーマンスがニーズを満たしていることを確認してください。












Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)のデータベース・クラス

表C-2の数値をガイドラインとして使用して、Oracle RACのデプロイに最適なデータベース・クラスを選択します。コアのみが、ライセンス保有コンポーネントであることに注意してください。メモリーやストレージなど、その他のリソースは、アクティブなコア数に関係なく使用可能です。事前にチューニングされているOracle Database Applianceテンプレートの1つを使用してデータベースをデプロイした後、アプライアンス上の残りのリソースは追加デプロイ用として使用できます。




	
注意:

実際のパフォーマンスは他の要素に依存する可能性があります。デプロイ後にシステムのパフォーマンスをテストし、パフォーマンスが最適な状態であることを確認してください。








表C-2 Oracle RACに対するOracle Database Applianceのサイズ設定

	システム・コンポーネント	非常に小規模	小	中	大	非常に大規模
	
各ノードのCPU

	
2

	
4

	
8

	
12

	
12


	
各ノードのメモリー(GB)

	
8

	
16

	
32

	
48

	
96


	
データベース・サイズ(GB)

	
136

	
273

	
546

	
819

	
1638


	
ログ・ファイル・サイズ(GB)

	
1

	
1

	
2

	
4

	
4


	
このテンプレートを使用してデプロイできるデータベースの数

	
12

	
6

	
3

	
2

	
1


	
1秒当たりのI/O (IOPS)

	
300

	
600

	
1300

	
2000

	
4000


	
スループット(MB/秒)

	
250

	
500

	
1000

	
1500

	
3000


	
ログ生成(MB/秒)

	
6.83

	
6.83

	
13.65

	
27.30

	
27.30








前述の表の意味は次のとおりです。

	
表C-2の情報は、ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。外部テープ・バックアップを行うと、データベース・サイズを最大3.2 TBにすることができます。


	
IOPSの数値(入力|出力/秒)は、5ミリ秒のレスポンス時間を前提としています。レスポンス時間は、I/OサブシステムがI/Oリクエストを処理するのに必要な時間の測定値です。


	
IOPSは、各データベースに対して8Kのランダム読取り/書込みです。IOPSは、OLTPシステムのスループットの測定値です。


	
MB/秒(MBPS)でのスループットは、各データベースに対して1 MBの順次読取り/書込みです。MBPSは、データ・ウェアハウス・システムのスループットの測定値です。


	
ログ・ファイル・サイズは、各インスタンスに4つのREDOログ・グループを前提としています。


	
ログ生成は、各データベースに対して15分のログ切替えです。









例1: データベース・サイズ・オプションの選択

表C-2に示すサイズ設定ガイドラインでは、単一のOracle Database Applianceは、12コア(ノード当たり)を使用する1個の非常に大規模なデータベース、またはそれぞれが1コア(ノード当たり)を使用する12個の非常に小規模なデータベースをサポートできることを示しています。このガイドラインでは、単一のOracle Database Applianceは、3000 IOPSを処理できる1台の非常に大規模なデータベース、またはそれぞれが600 IOPSを処理できる6台の小規模なデータベースをサポートできることも示しています。

Oracle Database Appliance上で統合する次の3つのデータベースがあると想定します。

	
1番目のデータベースD1は、800 GBで300 IOPSです。


	
2番目のデータベースD2は、200 GBで500 IOPSです。


	
3番目のデータベースD3は、75 GBで600 IOPSです。




IOPSおよびサイズの最小要件に基づいて、3つのデータベースを次のようにデプロイできます。

	
D1は大規模として


	
D2は小規模として


	
D3は小規模として




3つのデータベースをサポートするには、ノード当たり10コア(アプライアンスに対して20コア)をライセンス保有します。






例2: データベース・サイズ・オプションの選択

新規アプライアンス上でデプロイする2つのデータベースがあると想定します。

	
1番目のデータベースDB1は、2 TBで3000 IOPSです。


	
2番目のデータベースDB2は、1 TBで3000 IOPSです。




バックアップをテープに保存する予定であるため、2つのデータの合計サイズは3 TBとなり、アプライアンスは3.2 TBまでサポートできるため、このデプロイは実現可能です。

次に、I/O要件を考慮します。DB1とDB2は、それぞれ3000 IOPSを生成します。つまり、アプライアンスは合計6000 IOPSをサポートする必要があります。しかし、6000 IOPSは、アプライアンスが5ミリ秒のレスポンス時間を維持しながらサポートできる値より大きくなっています。非常に大規模なデータベースでも、最大3000 IOPSまでしかサポートされません。

大規模なサイズは、2つのデータベースをサポート可能で、それぞれ2000 IOPSを生成します。データベース・サイズおよびIOPSに基づくと、2つのうち1つのデータベースのみデプロイできます。この場合、6000 IOPSを実現するには、ノード当たり6コアをライセンス保有し、大規模な構成でデータベースをデプロイする必要があります。









D Oracle Database Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス

この付録では、Oracle Database Applianceコマンドライン・インタフェース(OAKCLI)・ユーティリティを使用してOracle Database Applianceを管理する方法について説明します。この付録では、次の項目について説明します。

	
Oracle Appliance Manager (OAKCLI)について


	
OAKCLIコマンド・リファレンス






Oracle Appliance Manager (OAKCLI)について

この項には次のOAKCLIのトピックが含まれます。

	
Oracle Appliance Manager (OAKCLI)の概要


	
OAKCLIの使用上の注意






Oracle Appliance Manager (OAKCLI)の概要

OAKCLIを使用して、コア・キーの構成、パッチの適用、アプライアンスのデプロイなどのOracle Database Appliance管理タスクを実行します。OAKCLIでは次のタスクを実行できます。

	
コア構成キーの適用


	
Oracle Database Applianceデプロイメント用のネットワークの構成


	
デプロイメント構成ファイルのコピー


	
Oracle Database Applianceのデプロイ


	
Oracle Database Applianceへのディスクの配置


	
Oracle Database Applianceリポジトリの管理


	
Oracle Database Appliance診断収集結果の管理


	
Oracle Database Applianceの更新


	
OAKCLIリポジトリへのパッケージの解凍


	
Oracle Database Applianceの検証









OAKCLIの使用上の注意


使用方法

OAKCLIユーティリティは、次のディレクトリにあります。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli 


Oracle Database Applianceでは完了したOAKCLIコマンド実行のログが、次のディレクトリに保管されます。


/opt/oracle/oak/log/<hostname>/client/oakcli.log



OAKCLIヘルプの使用方法

OAKCLIの使用方法を表示するには、次のコマンドを実行します。


oakcli -h


特定のOAKCLIコマンドに関する詳細なヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。


oakcli command -h


特定のOAKCLIコマンドのオブジェクトおよびそのオプションに関する詳細なヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。


oakcli command object -h



権限およびセキュリティ

rootユーザーとしてログインすることでOAKCLIを使用します。root以外のユーザーでログインしている場合、ストレージ情報を表示できますが、構成を変更できません。








OAKCLIコマンド・リファレンス


OAKCLIのコマンド構文およびオプション

OAKCLIのコマンド、オブジェクト名およびオプションでは、大/小文字が区別されます。OAKCLIでは次のコマンド構文を使用します。


oakcli command object [parameters]


OAKCLI構文では次のようになります。

	
commandは、show、locate、applyなどの動詞です。


	
object (名詞とも呼びます)はディスクやコントローラなどの、oakcliが操作を実行する対象のターゲットまたはオブジェクトです。オブジェクトの短縮形も使用できます。


	
parametersは、コマンドの追加オプションを使用できるようにすぐ前のコマンドの組合せの使用範囲を拡大します。





表D-1 OAKCLIユーティリティのコマンド

	コマンド	説明
	
oakcli apply


	
Oracle Database Applianceコア容量を再構成します。


	
oakcli clone


	
仮想マシン・テンプレートをクローニングします。


	
oakcli configure


	
Oracle Database Applianceコンポーネントを構成します。


	
oakcli copy


	
デプロイ中に使用する構成ファイルのコピーを用意します。


	
oakcli create database


	
新規Oracleデータベースを作成します。


	
oakcli delete vm


	
仮想マシンを削除します。


	
oakcli delete vmtemplate


	
仮想マシン・テンプレートを削除します。


	
oakcli deploy


	
Oracle Database Applianceをデプロイします。


	
oakcli import vmtemplate


	
仮想マシン・テンプレートをインポートします。


	
oakcli locate


	
ディスクを配置します。


	
oakcli manage


	
OAKCLIリポジトリの管理や、診断の収集などを行います。


	
oakcli show


	
各種のOracle Database Applianceコンポーネントに関する情報を表示します。


	
oakcli start


	
仮想マシンを起動します。


	
oakcli stop


	
仮想マシンを停止します。


	
oakcli unpack


	
指定されたパッケージをOAKCLIリポジトリへ解凍します。


	
oakcli update


	
Oracle Database Applianceを更新します。


	
oakcli validate


	
Oracle Database Applianceを検証します。










oakcli apply

oakcli applyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコア容量を再構成します。


構文

次の構文を使用します。core_config_keyは構成キー・ファイルで、key fileは出力構成キー・ファイル名です。


oakcli apply core_config_key key file





パラメータ


表D-2 oakcli applyコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
ヘルプを表示します。


	
core_config_key

	
構成キー・ファイル。


	
key file

	
構成キー・ファイル名。











使用上の注意

	
oakcli applyコマンドはオプションです。


	
oakcli applyコマンドを実行した後、Oracle Database Applianceは両方のノードを再起動します。











oakcli clone

oakcli cloneコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートをクローニングします。


構文

oakcli cloneコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli clone vm vm_name -vmtemplate template_name -repo repo_name





パラメータ


表D-3 oakcli cloneコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vm_name

	
vm_nameは仮想マシン名です。


	
-vmtemplate vmtemplate_name

	
vmtemplate_nameは、クローニングするテンプレートの名前です。


	
-repo repo_name

	
repo_nameは、クローニングするテンプレートのリポジトリ名です。














oakcli configure

oakcli configureコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでコンポーネントを構成します。


表D-4 oakcli configureコマンド・サマリー

	コマンド	説明
	
oakcli configure asr


	
asr情報を構成します。


	
oakcli configure cpupool


	
CPUプールを構成します。


	
oakcli configure firstnet


	
初期ネットワーク情報を構成します。


	
oakcli configure vm


	
仮想マシンを構成します。


	
oakcli configure vmtemplate


	
仮想マシン・テンプレートを構成します。










oakcli configure asr

oakcli configure asrコマンドを使用して、Oracle Database ApplianceでAuto Service Request (ASR)を構成します。


構文


oakcli configure asr [-h]


ここで、-hを指定すると、コマンドのオンライン・ヘルプが表示されます。







使用上の注意

	
oakcli configure asrコマンドは、ASRをOracle Database Applianceに実装するための情報を要求する対話型スクリプトを開始します。









oakcli configure cpupool

このコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードにCPUプールを構成します。


構文


oakcli configure cpupool poolname -numcpu cpu_count -node nodenum [-h]





パラメータ


表D-5 oakcli configure cpupoolコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
poolname

	
CPUプールの一意の名前を指定します。


	
-numcpu cpu_count

	
CPUプールのコアの数を定義します。


	
-node nodenum

	
CPUプールが作成されるノード(0または1)を定義します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   2つのコアのCPUプールの構成:
	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード1に2つのコアを含むCPUプールを構成します。


oakcli configure cpupool twonode -numcpu 2 -node 1









oakcli configure firstnet

oakcli configure firstnetコマンドを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをダウンロードするための初期ネットワークをOracle Database Applianceに構成します。


構文


oakcli configure firstnet







例

	
	例1   ベア・メタルOracle Database Applianceでの初期ネットワークの構成
	
次のコマンドは、新しいベア・メタルOracle Database Applianceでの初期ネットワークの作成を開始します。使用される対話型スクリプトも次に示します。


oakcli configure firstnet
Select the interface to configure network on [bond0 bond1 bond2 xbond0]:bond0
Configure DHCP on bond0?(yes/no):no
       INFO: Static configuration selected
       Enter the IP address to configure:192.0.2.18
       Enter the netmask address to configure:255.255.252.0
       Enter the gateway address to configure:192.0.2.1
Plumbing the IPs now
Restarting the network
:::::::::::::::::









oakcli configure vm

oakcli configure vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンを構成します。


構文


oakcli configure vm name [-vcpu cpucount -maxvcpu maxcpu -cpuprio priority -cpucap cap -memory memsize -maxmemory max_memsize -os sys -keyboard lang -mouse mouse_type -domain dom -network netlist -autostart astart -disk disks -bootoption bootstrap -cpupool pool]





パラメータ


表D-6 oakcli configure vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
name

	
仮想マシンに割り当てられる名前。


	
-vcpu cpucount

	
仮想マシンに割り当てられるノード数(1～24)。


	
-maxvcpu maxcpu

	
仮想マシンが使用できるCPUの最大数(1～24)。


	
-cpuprio priority

	
CPU使用の優先度。値が大きいほど優先度が高くなります(1～256)。


	
-cpucap cap

	
仮想マシンが利用できるCPUのパーセンテージ(1～100)。


	
-memory memsize

	
仮想マシンに与えられるメモリー容量(1 GB～88 GBまたは1 MB～90112 MB)。


	
-maxmemory max_memsize

	
仮想マシンで使用できるメモリー容量。


	
-os sys

	
仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(WIN_2003、WIN_2008、WIN_7、WIN_VISTA、OTHER_WIN、OL_4、OL_5、OL_6、RHL_4、RHL_5、RHL_6、LINUX_RECOVERY、OTHER_LINUX、SOLARIS_10、SOLARIS_11、OTHER_SOLARISまたはNONE)。


	
-keyboard lang

	
仮想マシンで使用されるキーボード(en-us、ar、da、de、de-ch、en-gb、es、et、fi、fo、fr、fr-be、fr-ca、hr、hu、is、it、ja、lt、lv、mk、nl、n--be、no、pl、pt、pt-br、ru、sl、sv、thまたはtr)。


	
-mouse mouse_type

	
仮想マシンで使用されるマウス・タイプ(OS_DEFAULT、PS2_MOUSE、USB_MOUSEまたはUSB_TABLET)。


	
-domain dom

	
ドメイン・タイプ(次のオプション):

	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM)

- カーネルまたはオペレーティング・システムが仮想化対応ではありません。変更せずに実行できます。

- デバイス・ドライバがエミュレートされます。


	
準仮想化ゲスト(XEN_PVM)

- このゲストは仮想化対応であり、仮想化環境に最適化されています。

- PVゲストは一般の理想的なデバイス・ドライバを使用します。


	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM_PV_DRIVERS)

PVドライバはハイパーバイザー対応であり、エミュレートされたデバイスの入力/出力を大幅に減少します。





	
-network netlist

	
仮想マシンによって使用されるMACアドレスとネットワークのリスト。


	
-autostart ostart

	
仮想マシンの起動オプション(always、restoreまたはnever)。


	
-disk disks

	
仮想マシンによって使用されるディスク(スロット、ディスクタイプおよび内容)のリスト。


	
-bootoption bootstrap

	
仮想マシンのブートストラップに使用されるブート・オプション(PXE、DISKまたはCDROM)。


	
-cpupool pool

	
指定したCPUプールを仮想マシンに割り当てます。













例

	
	例1   仮想マシンの数と仮想メモリー・サイズの変更
	
次のコマンドを入力して、sample_odarep01という名前の仮想マシンの仮想CPUの数を3に、仮想メモリー・サイズを4GBに変更します。


oakcli configure vm sample_odarep01 -vcpu 3 -memory 4196 









oakcli configure vmtemplate

oakcli configure vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートを構成します。


構文


oakcli configure vmtemplate name [-vcpu cpucount -maxvcpu maxcpu -cpuprio priority -cpucap cap -memory memsize -maxmemory max_memsize -os sys -keyboard lang -mouse mouse_type -domain dom -network netlist -disk disks]





パラメータ


表D-7 oakcli configure vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
name

	
仮想マシンに割り当てられる名前。


	
-vcpu cpucount

	
仮想マシンに割り当てられるノード数(1～24)。


	
-maxvcpu maxcpu

	
仮想マシンが使用できるCPUの最大数(1～24)。


	
-cpuprio priority

	
CPU使用の優先度。値が大きいほど優先度が高くなります(1～256)。


	
-cpucap cap

	
仮想マシンが利用できるCPUのパーセンテージ(1～100)。


	
-memory memsize

	
仮想マシンに与えられるメモリー容量(1 GB～88 GBまたは1 MB～90112 MB)。


	
-maxmemory max_memsize

	
仮想マシンで使用できるメモリー容量。


	
-os sys

	
仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(WIN_2003、WIN_2008、WIN_7、WIN_VISTA、OTHER_WIN、OL_4、OL_5、OL_6、RHL_4、RHL_5、RHL_6、LINUX_RECOVERY、OTHER_LINUX、SOLARIS_10、SOLARIS_11、OTHER_SOLARISまたはNONE)。


	
-keyboard lang

	
仮想マシンで使用されるキーボード(en-us、ar、da、de、de-ch、en-gb、es、et、fi、fo、fr、fr-be、fr-ca、hr、hu、is、it、ja、lt、lv、mk、nl、n--be、no、pl、pt、pt-br、ru、sl、sv、thまたはtr)。


	
-mouse mouse_type

	
仮想マシンで使用されるマウス・タイプ(OS_DEFAULT、PS2_MOUSE、USB_MOUSEまたはUSB_TABLET)。


	
-domain dom

	
ドメイン・タイプ(次のオプション):

	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM)

- カーネルまたはオペレーティング・システムが仮想化対応ではありません。変更せずに実行できます。

- デバイス・ドライバがエミュレートされます。


	
準仮想化ゲスト(XEN_PVM)

- このゲストは仮想化対応であり、仮想化環境に最適化されています。

- PVゲストは一般の理想的なデバイス・ドライバを使用します。


	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM_PV_DRIVERS)

PVドライバはハイパーバイザー対応であり、エミュレートされたデバイスの入力/出力を大幅に減少します。





	
-network netlist

	
仮想マシンによって使用されるMACアドレスとネットワークのリスト。


	
-disk disks

	
仮想マシンによって使用されるディスク(スロット、ディスクタイプおよび内容)のリスト。
















oakcli copy

oakcli copyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceの構成中に使用する構成ファイルのコピーを用意します。


構文

oakcli copyコマンドを次のように実行します。absolute_conf_fileは既存の構成ファイルのフル・パス名です。


oakcli copy -conf absolute_conf_file [-h]





パラメータ


表D-8 oakcli copyコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-conf absolute_conf_file

	
構成ファイルのフル・パス名を指定します。


	
-h

	
(オプション)ヘルプを表示します。











例

	
	例1   構成ファイルのコピーの用意
	
以前に構成ファイルを作成してそれをOracle Database Applianceにコピーした場合は、構成プロセス中に使用する構成ファイルを用意します。たとえば、ファイルmyserver1.confを/tmpにコピーした場合は、次のコマンドを入力します。


oakcli copy -conf /tmp/myserver1.conf











oakcli create database

oakcli create databaseコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを追加作成します。


構文

oakcli create database -db db_name [-oh home] [-version version] [-params params_file.out]





パラメータ


表D-9 oakcli create databaseコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-db db_name

	
db_nameは、作成するデータベースの名前です。


	
-oh home

	
homeは、Oracle Databaseのインストール先のホームの名前です。デフォルトでは、既存のホームが使用されます。


	
-version version

	
versionは、インストールするバージョンです。デフォルトでは、最新のバージョン(11.2.0.3.3)が使用されます。


	
-params params_file.out

	
params_fileは、構成ファイルです。デフォルトでは、デフォルトの構成ファイルが使用されます。











例

	
	例1   指定されたホームおよびバージョンからの新規データベースの作成
	
次のコマンドでは、バージョン11.2.0.3.3を使用するsales1というデータベースがsales1 Oracleホーム内に作成されます。


oakcli create database -db sales1 -oh sales1 -version 11.2.0.3.3


	
	例2   テンプレートからの新規データベースの作成
	
次のコマンドでは、sales2というデータベースがsalesdbtemplated.outファイルから作成されます。


oakcli create database -db sales2 -params salesdbtemplate.out











oakcli delete vm

oakcli delete vmコマンドを使用して、仮想マシンを削除します。


構文

oakcli delete vmコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli delete vm vm_name [-server=node_number][-h]





パラメータ


表D-10 oakcli deployコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vm vm_name

	
vm_nameは、削除される仮想マシンの名前です。


	
-server node_number

	
node_numberは、仮想マシンを削除するOracle Database Applianceノードです。このオプション・パラメータが指定されない場合、両方のノードから仮想マシンが削除されます。


	
-h

	
(オプション)ヘルプ・テキストを表示します。











例

	
	例1   仮想マシンの削除
	
次のコマンドは、ノード1からsample_odarep01仮想マシンを削除します。


oakcli delete vm sample_odarep01 -server 1











oakcli delete vmtemplate

oakcli delete vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートを削除します。


構文

oakcli delete vmtemplateコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli delete vmtemplate template_name [-server=node_number][-h]





パラメータ


表D-11 oakcli deployコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vmtemplate template_name

	
template_nameは、削除される仮想マシン・テンプレートの名前です。


	
-server node_number

	
node_numberは、仮想マシン・テンプレートを削除するOracle Database Applianceノードです。このオプション・パラメータが指定されない場合、両方のノードから仮想マシン・テンプレートが削除されます。


	
-h

	
(オプション)ヘルプ・テキストを表示します。











例

	
	例1   仮想マシンの削除
	
次のコマンドは、ノード1からsample_odarep01仮想マシンを削除します。


oakcli delete vm sample_odarep01 -server 1











oakcli deploy

oakcli deployコマンドを使用して、Oracle Grid InfrastructureをOracle Database Appliance上のクラスタに対してデプロイします。


構文

oakcli deployコマンド用の次の構文を使用します。


oakcli deploy [config] [-conf config_file]





パラメータ


表D-12 oakcli deployコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
config

	
(オプション)デプロイメント構成の実行が必要かどうかを示します。

configオプションを指定しない場合、OAKCLIは完全なOracle Database Appliance構成をデプロイします。


	
-conf config_file

	
(オプション)デプロイメントに使用する既存の構成ファイルのファイル名および場所を示します。Oracle Appliance Manager構成インタビューの一部として使用する構成ファイルを指定することもできます。














oakcli import vmtemplate

oakcli import vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートをインポートします。


構文

oakcli import vmtemplateコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli import vmtemplate vmtemplatename -files image_files -repo repo_name





パラメータ


表D-13 oakcli import vmtemplateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vmtemplatename

	
vmtemplatenameは、インポートするテンプレートの名前です。


	
-files image_files

	
image_filesは、イメージ・ファイルのカンマ区切りリストです。


	
-repo repo_name

	
repo_nameは、インポートするテンプレートのリポジトリ名です。














oakcli locate

oakcli locateコマンドでは、Oracle ASM disknameパラメータに対して指定するOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスクと関連付けられているディスクが配置されます。


構文

次のoakcli locateコマンド構文を使用します。disknameは配置するディスクの名前です。


oakcli locate disk diskname on|off 





パラメータ/オプション


表D-14 oakcli locateコマンド・パラメータおよびオプション

	パラメータ	説明
	
disk diskname

	
配置するOracle ASMディスクの名前を指定します。


	
on

	
(オプション)指定されたディスクのLEDをオンにします。


	
off

	
(オプション)指定されたディスクのLEDをオフにします。











例

	
	例1   選択されたディスクのLEDのオン
	
次のコマンドはディスクpd_23のLEDをオンにします。


oakcli locate disk pd_23 on











oakcli manage

oakcli manageコマンドを使用して、Oracle Database Applianceリポジトリを管理します。


表D-15 oakcli manageコマンド・サマリー

	コマンド	説明
	
oakcli manage cleanrepo


	
特定のコンポーネントに対するリポジトリ情報を消去します。


	
oakcli manage diagcollect


	
Oracle Database Applianceの診断情報を収集します。










oakcli manage cleanrepo

oakcli manage cleanrepoコマンドを使用して、特定のコンポーネントまたはバージョンに対するリポジトリ情報を消去します。


構文


oakcli manage cleanrepo --ver version [--base | --factory | --patch]
 [--component=comp_name]





パラメータ


表D-16 oakcli manage cleanrepoコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
--ver version

	
バージョンを指定します...


	
--baseまたは--factoryまたは--patch

	
(オプション)バージョン情報のタイプを示します。デフォルトで、このコマンドは指定されたバージョンのパッチをクリーンアップします。


	
--component=comp_name

	
(オプション)バンドルと同梱されたコンポーネントの1つを指定します。有効な値はOAK、OEL、DB、GI、BIOSなどです。














oakcli manage diagcollect

oakcli manage diagcollectコマンドを使用して、トラブルシューティングやOracle Supportとの連携のために、Oracle Database Applianceに関する診断情報を収集します。


構文


oakcli manage diagcollect [--all | --crs [--crshome crs_home_dir] [--core] | --install | --chmos [--incidenttime time [--incidentduration time] |
--adr adr_location [--afterdate date] [--aftertime time] [--beforetime time] ]
 [excl comp1,comp2,...] [--clean]





パラメータ


表D-17 oakcli manage diagcollectコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
--all

	
自動診断リポジトリ(ADR)およびクラスタ状態モニター(OS)を除くすべての診断情報の収集。これがデフォルトのオプションです。


	
--crs

	
Oracle Clusterware診断情報の収集。


	
--crshome crs_home_dir

	
Oracle Clusterwareホーム・ディレクトリの場所を指定します。


	
--core

	
コア・ファイルとOracle Clusterware診断データとのパッケージ化。


	
--install

	
スクリプトroot.shの実行前にインストールが失敗した際のインストール・ログの収集。


	
--adr adr_location

	
ADRの診断情報の収集。adr_locationはADR情報の場所を指定します。


	
--afterdate date

	
指定された日付からアーカイブを収集します。日付をmm/dd/yyyy形式で指定します。


	
--aftertime time

	
-adrパラメータとの併用のみでサポートされています。指定された時刻後にアーカイブを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMISS24形式で入力します。


	
--beforetime time

	
-adrパラメータとの併用のみでサポートされています。指定された時刻前にアーカイブを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMISS24形式で入力します。


	
--chmos

	
クラスタ状態モニター(OS)・データの収集。


	
--incidenttime time

	
指定された時刻からクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMISS24形式で入力します。

--incidenttimeオプションを使用しない場合、OAKCLIは過去24時間のクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。


	
--incidentduration time

	
指定された時刻後の期間のクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。時刻をHH:MM形式で入力します。期間を指定しない場合、OAKCLIは指定されたインシデント時刻後のすべてのクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。


	
--excl [comp1,comp2]

	
指定されたコンポーネント・ログを除外します。有効なコンポーネントはacfs、invt、sys、ocr、crs、homeおよびbaseです。


	
--clean

	
このコマンドで集められた診断関連情報を削除しました。
















oakcli show

oakcli showコマンドを使用して、各種のOracle Database Applianceコンポーネントのプロパティを表示します。


表D-18 oakcli showコマンド・サマリー

	コマンド	説明
	
oakcli show controller


	
ディスク・コントローラに関する情報を表示します。


	
oakcli show core_config_key


	
コア・デプロイメントに関する情報を表示します。


	
oakcli show cpupool


	
コアと仮想マシンのマッピング情報を表示します。


	
oakcli show databases


	
データベースに関する情報を表示します。


	
oakcli show dbhomes


	
データベース・ホームに関する情報を表示します。


	
oakcli show disk


	
共有またはローカルのディスクに関する情報を表示します。


	
oakcli show diskgroup


	
Oracle ASMディスク・グループに関する情報を表示します。


	
oakcli show expander


	
エクスパンダに関する情報を表示します。


	
oakcli show storage


	
ストレージに関する情報を表示します。


	
oakcli show version


	
ソフトウェアおよびファームウェアのバージョン情報を表示します。


	
oakcli show vm


	
仮想マシンのバージョン情報を表示します。


	
oakcli show vmtemplate


	
仮想マシン・テンプレートのバージョン情報を表示します。










oakcli show controller

このコマンドを使用してコントローラに関する情報を表示します。


構文


oakcli show controller controller_id [-h]





パラメータ


表D-19 oakcli show controllerコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
controller_id

	
情報が表示される対象のコントローラを指定します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   コントローラ0またはコントローラ1に関する情報の表示
	
次のコマンドはコントローラ0の詳細を表示します。


oakcli show controller 0









oakcli show core_config_key

oakcli show core_config_keyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコアのデプロイ方法に関する情報を表示します。


構文


oakcli show core_config_key







例

	
	例1   Oracle Database Applianceコア構成キーが適用されているかどうかの確認
	
次のコマンドは、構成されていない新規Oracle Database Applianceでのコア数ステータスを表示します。


oakcli show core_config_key
Optional core_config_key is not applied on this machine yet!




	
	例2   構成済アプライアンスでのOracle Database Applianceコア数ステータスの表示
	
次のコマンドは、事前に構成済のOracle Database Applianceでのコア数ステータスを表示します。


oakcli show core_config_key
Host's serialnumber = 1132FMW003
Configured Cores = 20









oakcli show cpupool

oakcli show cpupoolコマンドを使用して、仮想マシン・マッピングのコア割当てを表示します。


構文


oakcli show cpupool -node nodenum


ここで、nodenumは、調査するOracle Database Applianceノードの番号(0または1)です。







例

	
	例1   ノードの仮想マシン・マッピングのコア割当ての表示:
	
ノード0のコア・マッピング情報を表示します。


oakcli show cpupool -node 0
         Pool           Cpu List          VM List
default-unpinned-pool   [14, 15, 16, 17,  ['test1_odarepo1','sample5_odarepo1', 
                         18, 19, 20, 21,   'vm_very_long_name_sample1_odarepo1',
                         22, 23]           'win_vm1']
         twocpu          [12, 13]         ['vm1_odarepo1']
      odaBaseCpuPool     [0, 1, 2, 3, 10  ['oakDom1']
                          , 11]









oakcli show databases

このコマンドを使用して、データベース名、データベース・タイプ、データベース・ホームの名前および場所、データベース・バージョンなどの各既存データベースに関する情報を表示します。


構文


oakcli show databases [-h]





パラメータ


表D-20 oakcli show databasesコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。














oakcli show dbhomes

このコマンドを使用して、ホームの名前、ホームの場所、データベース・バージョンなどの各既存Oracleデータベース・ホームに関する情報を表示します。


構文


oakcli show dbhomes [-h]





パラメータ


表D-21 oakcli show dbhomesコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。














oakcli show disk

oakcli show diskコマンドを使用して、ディスク情報を表示します。


構文


oakcli show disk [-local | -shared | shared_disk_name [-all]| -h]





パラメータ


表D-22 oakcli show diskコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-local

	
(オプション)表示されるローカル・ディスクすべての情報を指定します。


	
-shared

	
(オプション)表示される共有ディスクすべての情報を指定します。


	
shared_disk_name

	
(オプション)表示される特定の共有ディスクの情報を指定します。


	
-all

	
(オプション)表示される特定の共有ディスクの物理情報を指定します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。











使用上の注意

	
パラメータを使用しないコマンドの実行は、oakcli show disk -sharedコマンドの実行と同等です。


	
-allパラメータはshared_disk_nameパラメータと併用される場合のみ有効な出力を生成し、その他のすべてのパラメータはオプションで、他のパラメータと組み合せることはできません。










例

	
	例1   ローカル・ディスクに関する情報の表示
	
次のコマンドではすべてのローカル・ディスクに関する情報が表示されます。


oakcli show disk -local




	
	例2   共有ディスクに関する情報の表示
	
次のコマンドではすべての共有ディスクに関する情報が表示されます。


oakcli show disk -shared




	
	例3   特定の共有ディスクに関する情報の表示
	
次のコマンドではpd_01という共有ディスクに関する情報が表示されます。


oakcli show disk pd_01









oakcli show diskgroup

oakcli show diskgroupコマンドを使用して、Oracle ASMディスク・グループ情報を表示します。


構文


oakcli show diskgroup [disk_group_name]





パラメータ


表D-23 oakcli show disk groupコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
disk_group_name

	
(オプション)完全な詳細が表示される対象のOracle ASMディスク・グループの名前。このパラメータを指定しない場合、すべてのOracle ASMディスク・グループの情報が表示されます。














oakcli show expander

oakcli show expanderコマンドを使用して、エクスパンダに関する情報を表示します。


構文


oakcli show expander expander_id


expander_idを使用して特定のエクスパンダを識別します。








oakcli show storage

oakcli show storageコマンドを使用して、ストレージ・ハードウェアに関する情報を表示します。


構文


oakcli show storage [-errors]


デフォルトで、oakcli show storageコマンドはコントローラ、エクスパンダおよびディスクに関する情報を表示します。-errorsオプションを指定すると、コマンドではストレージ・エラーも表示されます。








oakcli show version

oakcli show versionコマンドを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアおよびファームウェアのパッチ・バージョンを表示します。


構文


oakcli show version [-detail]


-detailオプションを使用して、詳細なバージョン情報を表示します。







例

	
	例1   基本バージョン情報の表示
	
使用するOracle Database Applianceのソフトウェアおよびファームウェアのバージョン情報を表示します。


oakcli show version









oakcli show vm

oakcli show vmコマンドを使用して、仮想マシンの情報を表示します。


構文


oakcli show vm [vm_name | -h]





パラメータ


表D-24 oakcli show vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vm_name

	
(オプション)詳細を表示する仮想マシンの名前。このパラメータを指定しない場合、すべての仮想マシンの情報が表示されます。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   すべての仮想マシンの詳細の表示:
	
すべての仮想マシンの仮想マシン名、メモリーとvCPUの割当て、ステータスおよびリポジトリ名を表示します。


oakcli show vm






NAME                    MEMORY          VCPU         STATE           REPOSITORY
 
sample5_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo1      
sample6_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo2      
test1_odarepo1            2048             2         OFFLINE         odarepo1      
test2_odarepo2            2048             2         OFFLINE         odarepo2      
vm1_odarepo1              4096             4         ONLINE          odarepo1      
vm2_odarepo2              2048             2         OFFLINE         odarepo2      
win_vm1                   1500             1         ONLINE          odarepo1       




	
	例2   1つの仮想マシンの情報の表示:
	
次のコマンドは、vm1_odarepo1仮想マシンの情報を表示します。


oakcli show vm vm1_odarepo1
Resource: vm1_odarepo1
        AutoStart       :       restore       
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Vi
                                rtualMachines/vm1_odarepo1/System.i
                                mg,xvda,w||file:/OVS/Repositories/o
                                darepo1/VirtualMachines/vm1_odarepo
                                1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        ExpectedState   :       offline       
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       3000           
        MaxVcpu         :       4             
        Memory          :       4096          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       vm1_odarepo1  
        Networks        :       |bridge=priv1||bridge=net1||bridge=
                                net2|         
        NodeNum         :       0             
        OS              :       OL_5          
        PrivateIP       :       None          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        State           :       Online        
        TemplateName    :       otml_sample1_odarepo1
        Vcpu            :       4             
        cpupool         :       twocpu        
        vncport         :       0              









oakcli show vmtemplate

oakcli show vm templateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートの情報を表示します。


構文


oakcli show vmtemplate [vmtemplate_name | -h]





パラメータ


表D-25 oakcli show vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vmtemplate_name

	
(オプション)詳細を表示する仮想テンプレートの名前。このパラメータを指定しない場合、すべての仮想テンプレートの情報が表示されます。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   1つの仮想テンプレートの詳細の表示:
	
次のコマンドは、sample1_odarepo1仮想テンプレートの情報を表示します。


oakcli show vmtemplate sample_odarepo1
Resource: sample1_odarepo1
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Te
                                mplates/otml_sample1_odarepo1/Syste
                                m.img,xvda,w||file:/OVS/Repositorie
                                s/odarepo1/Templates/otml_sample1_o
                                darepo1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       2048          
        MaxVcpu         :       2             
        Memory          :       2048          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       sample1_odarepo1
        Networks        :       |bridge=priv1||bridge=net1||bridge=
                                net2|         
        NodeNum         :       0             
        OS              :       OL_5          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        Vcpu            :       2 











oakcli start

oakcli startコマンドを使用して、仮想マシンを起動します。


構文

oakcli start [vm vm_name | -h]

vm_nameは、起動する仮想マシンの名前です。-hを指定すると、このコマンドの使用方法のヘルプが表示されます。





例

	
	例1   仮想マシンの起動
	
次のコマンドは、仮想マシンvm1_odarepo1を起動します。


oakcli start vm vm1_odarepo1











oakcli stop

oakcli stopコマンドを使用して、仮想マシンを停止します。


構文

次のoakcli stopコマンドを使用して、仮想マシンを停止します。


oakcli stop [vm vm_name [-force] | -h]





パラメータ/オプション


表D-26 oakcli validateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)オンライン・ヘルプを表示します。


	
vm vm_name

	
vm_nameは、停止する仮想マシンの名前を指定します。


	
-force

	
(オプション)仮想マシンを強制的に停止します。











例

	
	例1   仮想マシンの正常停止
	
次のコマンドを入力して、仮想マシンvm1_odarepo1を正常に停止します。


oakcli stop vm vm1_odsrepo1




	
	例2   仮想マシンの強制停止
	
次のコマンドを入力して、仮想マシンvm1_odarepo1を強制的に停止します。


oakcli stop vm vm_odarepo1 -force











oakcli unpack

oakcli unpackコマンドを使用して、パッケージをOAKCLIリポジトリに解凍します。


構文

oakcli unpack -package absolute_package_name





例

	
	例1   OAKCLIリポジトリへのパッチ・パッケージの解凍
	
次のコマンドは、現行ノード上の/tmpに事前にコピーされたp13982331_23000_Linux-86-64.zipパッケージを、ノードのOAKCLIリポジトリに解凍します。


oakcli unpack -package /tmp/p13982331_23000_Linux-86-62.zip











oakcli update

oakcli updateコマンドを使用して、Oracle Database Applianceパッチを適用します。


構文


oakcli update -patch version [[--infra] | [[--gi][--database]]] [--noreboot] | [--clean] | [--verify]





パラメータ


表D-27 oakcli updateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-patch version

	
インストールするパッチ更新を指定します。


	
--infra

	
パッチ適用対象のインフラストラクチャ(ファームウェア、OS、ASR、HMP、OAKなど)を指定します。これがデフォルトのオプションです。


	
--gi

	
パッチ適用対象のGrid Infrastructureを指定します。


	
--database

	
パッチ適用対象のデータベース・ホームを指定します。


	
--noreboot

	
パッチ適用後にノードが再起動しません。


	
--clean

	
ローカル・ノード上の一時ファイルをすべてクリーンアップします。


	
--verify

	
ノード上のパッチ適用可能なコンポーネントを表示します。











例

	
	例1   ノードのパッチ適用
	
次のコマンドは、2.3.0.0.0パッチで現行ノードを更新します。


oakcli update -patch 2.3.0.0.0











oakcli validate

oakcli validateコマンドを使用して、Oracle Database Applianceの状態を検証します。


構文

次のoakcli validate構文を使用して、Oracle Database Applianceを検証します。


oakcli validate
oakcli validate [-V | -l | -h]
oakcli validate [-f absolute output_file_name] [-a | -d | -c checklist]





パラメータ/オプション


表D-28 oakcli validateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)オンライン・ヘルプを表示します。


	
引数

	

	
-f

	
output_file_name。出力は標準出力ではなくファイルに送信されます。


	
-a

	
すべてのチェックを実行します。


	
-d

	
デフォルトのチェックのみを実行します。


	
-c checklist

	
チェックを実行します。またはchecklistに指定されたカンマ区切りリストのチェックを実行します。


	
-l

	
チェックおよびその説明を一覧表示します。


	
-V

	
バージョンを表示します。











例

	
	例1   すべてのチェックおよびその説明の一覧表示
	
次の構文を入力して、すべてのチェックおよびその説明を一覧表示します。


oakcli validate -l




	
	例2   すべてのチェックの実行
	
次の構文を入力して、すべてのチェックを実行します。


oakcli validate -a




	
	例3   すべてのディスクの測定
	
次の構文を入力して、すべてのディスクを測定します。


oakcli validate -c
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The image backpanel_oda.png shows the back panel of an Oracle Database Appliance, with callout numbers one through nine. Callout number 9 points to the top system controller, which is SC 1. Callout number 8 points to the bottom system controller, which is SC 0. Callouts 1 - 3 identify locations on the left side of each system controller. Callouts 4 - 6 identify locations on the right side of each system controller.

Callout number 1 points to the power connector on the far left.

Callout number 2 points to Eth7, 6, 5, and 4 (left to right) to the right of the power connector. Eth4 and Eth5 are configured as bond1, Eth6 and Eth7 are configured as bond 2. These ports are used for custom configurations, or for separate backup, disaster recovery, and network management.

Callout number 3 points to two 10-GbE ethernet ports below Eth4 - 7. In 10-GbE systems, these are connected to the public network.

Callout number 4 points to the serial connector to Oracle ILOM and system console. They are located in the left-most location on the right side of the system controllers.

Callout number 5 points to two 1-GbE connectors to the right of the serial connectors to Oracle ILOM and system console. In 1-GbE systems, these are connected to the public network.

Callout number 6 points to the ethernet connection to Oracle ILOM. They are located to the right of the two 1-GbE connectors.

Callout number 7 points to USB and video for connecting to system console.
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cmtig004.png shows a four-column, six-row array of storage disk devices. These disks are numbered from 0 to 23, numbered in sequence from the bottom left corner (column 1, row 6) to the top right corner (column 4, row 1), progressing from left to right, and from the bottom row, row 6, to the top row, row 1.

Disks 0 through 19 are hard disk drives. Disks 20 through 23 are solid state disk drives.

[image: Oracle]

Copyright © 2011, 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Legal Notices



The image frontpanel_oda.png shows the front panel of an Oracle Database Appliance, with callout numbers one through ten, and lines pointing to locations on the image. Callout numbers one through eight are located on the upper left side of the panel. These consist of LED status lights, a locator button, and a power button. On the right side of the panel are callout items nine and ten.

The values for each callout item are described in the following text.
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The image oam_summary.png is a representation of the Oracle Appliance Manager Configurator Summary page. On the left side of the page is the navigation frame as previously described, with the page title Summary in bold. The preceding screen is shown as a link. If you click this link, then you can go directly back to the Network Validation page.

The text field in the main body of the page displays a list of the configuration information that you entered, with a scroll bar on the right side. You can use the scroll bar to review the list of information.

Below the text field is the text "Save the generated configuration" next to a button labeled Save.

At the bottom of the page are buttons for Help, Back, Next, Finish, and Cancel. The Next button is not active because this is the last page in the Configurator.
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The image oam_netval.png is a representation of the Oracle Appliance Manager Configurator Network Validation page. The navigation frame is on the left side of the page as described in the previous image. In the navigation frame, the preceding screen is listed as a link that you can click to go directly backward one page, and the current screen name is in bold font. On the bottom of the page are the Help, Back, Next, Finish, and Cancel buttons, all of which are active except for the Next and the Finish buttons.

The main body of the page shows a checkbox with the text Skip Network Validations. Click this box to prevent the Configurator from validating the addresses that you have entered in the Network Information screen. When you select this box, the Next button becomes activated.

Below the checkbox is a validation results field, with the text "Click 'Run Validations' to perform network validations." When you click Run Validations, the results are displayed here.

Below the validation results frame are two buttons. The button on the left is the Save Validation Output button. The button on the right is the Run Validations button.

If you run the validation, then the text in the validation results field shows whether names and addresses are pingable and resolvable on the DNS.
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The image oam_configtype.png shows the Oracle Appliance Manager Standalone Configurator Configuration Type page. The navigation frame is on the left side of the page as described in the previous image. In the navigation frame, the preceding and subsequent screens are listed as links that you can click to go directly backward or forward one page, and the current screen name is in bold font. Below the navigation frame is the Help button. In the main body of the page is a frame with the text Select Configuration Type. There are two options shown: Typical (Recommended), and Custom. The Typical option is selected. Below the Select Configuration Type frame is a button marked Browse, and labeled Load an existing configuration. You can click Browse to locate an existing configuration file to load into the Configurator. On the lower right side of the page are the buttons Back, with an arrow pointing to the left, and Next, with an arrow pointing to the right. There is also a button marked Finish, but it is not active. Finally, there is a button marked Cancel, which closes the configurator.
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The image oam_welcome.png shows the Oracle Appliance Manager Standalone Configurator Welcome page. The screen displays the navigation frame on the left side of the page, which includes a list of all the available pages with the current page highlighted and the next page (Configuration Type) listed as a link. Below the navigation frame is the Help button. In the main body of the page is a frame with text that explains how the Configurator is used to generate a new parameter file that guides the network configuration. The parameter file can be a new one or an existing one that is edited during the running of the Configurator. On the lower right side of the page are the buttons Back, with an arrow pointing to the left, and Next, with an arrow pointing to the right and then a button marked with one of two names. If you are running the Configurator on an Oracle Database Appliance, then the button is marked Install, otherwise it is marked Finish. There is also a button marked Cancel. The only active buttons are the Help button, described earlier, the Next button, which takes you to the next page, and the Cancel button, which closes the Configurator.
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The image oam_dbinfo.png is a representation of the Oracle Appliance Manager Configurator Database Information page. The navigation frame is on the left side of the page as described in the previous image. In the navigation frame, the preceding and subsequent screens are listed as links that you can click to go directly backward or forward one page, and the current screen name is in bold font. On the bottom of the page are the Help, Back, Next, Finish, and Cancel buttons, all of which are active except for the Finish button.

There are three fields in the main part of the screen:

	
Database Name: This is a text entry field where you enter the name that you want to call your database. In this example, the name is mydb1.


	
Database Class: This is a list field where you select the database template size that you want to use to configure the database. In this example, the size selected is Medium.


	
Database Language: This is a list field where you select the language that you want to use for the database. In this example, the language selected is AMERICAN.
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cmtig003.png shows the architecture of the server. It shows that the Oracle Database Appliance server consists of two server node units, each with a separate system controller with dual startup disks, connected by a bonded internal dual GB Ethernet connection for the private interconnect. Each node has dual host bus adapters, and also has four bonded network interfaces (public, backup, disaster recovery, and management interfaces). The four unit enclosure contains 24 600-GB front-mounted, hot-plug 3.5” dual port SAS GEN-2 disk slots, capable of supporting 12 TB of data. These disks are in self-contained storage with dual-ported disks. Both HDD and SSD are supported.

Oracle Database Appliance contains 2 redundant 2U form factor System Controllers (SC0 & SC1) which leverage major design blocks from the Lynx Motherboard. Each SC connects to 24 disk slots, and external JBOD disk arrays using industry standard MiniSAS 4X connectors and cables.

The text preceding the image describes in detail the other features pictured in the image.
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The image oam_sysinfo.png shows the Oracle Appliance Manager Standalone Configurator System Information page. The navigation frame is on the left side of the page as described in the previous image. In the navigation frame, the preceding and subsequent screens are listed as links that you can click to go directly backward or forward one page, and the current screen name is in bold font. On the bottom of the page are the Help, Back, Next, Finish, and Cancel buttons, all of which are active except for the Finish button. In the main part of the screen are the following selection fields and options:

	
System Name. This is a text field where you enter the name of the Oracle Database Appliance System. In this screen example, the name of the system entered is "mysystem".


	
Region. This is a list where you select the region where the appliance runs. In this screen example, the region selected is "America."


	
Timezone: This is a list where you select the time zone where the appliance runs. In this screen example, the time zone selected is America/Los_Angeles.


	
Database Deployment: This is a list where you select the type of database deployment you want to configure. In this screen example, RAC is selected.


	
New Root Password and New Root Password (confirm). These text fields are where you enter the root password you want to assign to the operating system.




When you complete the selections on this page, you click Next to continue to the next page.
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The image oam_gennet.png shows the Oracle Appliance Manager Standalone Configurator Network Information page. The navigation frame is on the left side of the page as described in the previous image. In the navigation frame, the preceding and subsequent screens are listed as links that you can click to go directly backward or forward one page, and the current screen name is in bold font. On the bottom of the page are the Help, Back, Next, Finish, and Cancel buttons, all of which are active except for the Finish button. At the top of the main part of the screen are the following input fields:

	
Domain Name. This is a text field where you enter the domain name for the public network to which the Oracle Database Appliance System is attached. In this screen example, the name of the domain entered is "mydomain.example.com".


	
DNS Servers. This is a set of three text fields where you enter the IP addresses of the domain name servers that you want to use on your network. In this screen example, the value entered in the first box is "192.0.2.2", the value entered in the second box is "192.0.2.3", and the value entered in the third box is "192.0.2.4".




The remainder of the main part of the screen has four rows of fields to be completed. The specific fields, by row, are:

	
Row 1: labeled Public

	
First Text Field: Node1-Name. In this screen example, the value is mysystem1


	
Second Text Field: Node1-IP. In this screen example, the value is 190.0.2.18


	
Third Text Field: Node2-Name. In this screen example, the value is mysystem2


	
Fourth Text Field: Node2-IP. In this screen example, the value is 190.0.2.19





	
Row 2: labeled VIP

	
First Text Field: Node1-Name. In this screen example, the value is /system1-vip


	
Second Text Field: Node1-IP. In this screen example, the value is 190.0.2.20


	
Third Text Field: Node2-Name. In this screen example, the value is /system2-vip


	
Fourth Text Field: Node2-IP. In this screen example, the value is 190.0.2.21





	
Row 3: labeled SCAN

	
First Text Field has no label. In this screen example, the value is mysystem-scan


	
Second and Third Text Fields: Addresses. In this screen example, the first address field contains the value 190.0.2.22 and the second address field contains the value 190.0.2.23





	
Row 4: (no row label)

	
First Text Field: Netmask. In this screen example, the value is 255.255.252.0


	
Second Text Field: Gateway. In this screen example, the value is 190.0.0.1
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Image vm_arch.png is a block diagram that represents the two nodes of Oracle Database Appliance, with the Node 1 block on the left and the Node 2 block on the right. Inside each block are these identical components, also shown as blocks:

	
Two blocks labeled Domain U, one above the other


	
A block labeled DOM 0


	
A block labeled ODA Base




Inside each of the ODA Base blocks is a set of three blocks, one for Appliance Manager, one for Grid Infrastructure, and one for Database.
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Trademark Notice
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This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice
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